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なぜ直感のほうが上手くいくのか？

著者名 ゲルト・ギーゲレンツァー 発行年 2010年

出版社名 インターシフト ページ数 347ページ

値段 1,800円 ISBN 978-4772695206

コメント
考えるんじゃない、感じるんだ！
ふむふむ、ヤマカンだの直感だのと思っているけれど、そうじゃない、考えるプロセスをシンプルに身の丈サイズに
切り詰めているってことなのね、と教えてくれます。某TSUBAME君と違って、たいした処理能力を持っていない凡人
の頭脳をパンクさせないために、自然はちゃあんと「ズルする方法」を仕込んでおいてくれてるんです。
きっちりきちょうめんなリケイ君（←これもヒューリスティック！）の肩をもみほぐしてくれるような、ゆるふわス
タンス。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆

このまま直感で生きていきます。
ちょっと自分が肯定された感じ。

適当 100P (80分) 2011/07/20 22:10:53

 

kazumura
☆☆☆☆

そうか！
山のようなデータを処理しなくていいのか！
勉強しなくていいのか！
直感こそ最強！

全部 347P (300分) 2011/07/20 20:52:21

 

竜馬
☆☆☆☆☆

理論と直感が異なる例が多々紹介されていて、人の思考を知る一助になる。
「人が持っている物は自分もほしい」という心理等を数理モデル組み込んだらおもしろいかも。

1-347 347P (180分) 180 2011/07/19 11:18:38

 

トム
☆☆☆

認知科学の授業のような馴染みやすい話が多く読みやすかった。個人的には投資の話が意外で面白
かった。

10-77 67P (50分) 2011/07/13 21:27:25

 

いつも右脳人間と馬鹿にされる．難しい部分もあって，ぼわっとだけど，直感とは山勘ではなく
て，経験を最適化して判断しているんだよ，と言ってくれたあたりはありがてぇ．ただ後半は
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MagicKittyGuy
☆☆☆☆

ちょっと尻すぼみというか意味不明というか，10章とか何が言いたいのかよく分からない雑談に感
じた．

2-8，10,11章くらい 200P (120分) 2章 2011/07/12 17:01:39

 

吉田
☆☆☆

直感でパチンコを打つじじばばは意外と勝っている。
腹立たしい！（笑

1-120 120P (45分) なし 2011/06/30 02:16:51

 

ジャック
☆☆☆

直感でも論理的だな？
研究はやはり実際の人間の行動を予想するのが難しいようです。
本全体として難しいところが結構ある。

1-77 77P (90分) 2011/06/29 22:03:38

 

kasey
☆☆☆

ところどころよくわからないところがあった。
前半は面白かったが、後半に行くに従ってトーンダウンしていく印象を受けた。

1-300 300P (120分) 2011/06/28 22:28:56

 

aira
☆☆☆

内容の割にページ数が多いように感じた。
直感でうまくいかないのならきっと生物は途絶えてしまうと思う。
医療，株式投資，政治などで選択をする際に，直感に頼るとどういうことになるか。いろいろな実
例が載っている。どの章から読んでもついていける。

全部 347P (160分) ２章・９章 2011/06/27 18:52:33

 

WILS
☆☆☆☆

情報は多い方がいいに決まっていると思っていたが、どうやらそうでもないようだ。
ヒューリスティックという言葉がどうにもなじめない。

1-60 58P (30分) 58 2011/06/27 12:24:33

 

tamiko
☆☆☆

直感人間です。

なぜ直感のほうがよいのかという事例がたくさん紹介されている感じの本でした。
でも、ちょっと胡散臭い事例もあって、逆に直感を信じていいのか不安になりました。

ぱらぱら読むのにはちょうど良い本だと思います。

1-144 144P (60分) 2011/06/21 10:33:57

 

たたみ
☆☆☆☆☆

直感大好き人間へのご褒美です。

なぜ直感の方が上手くいくのか?
どうでもいいんです、そんなことは。

1-313 313P (90分) 2011/06/07 17:53:17

 

McQueen
☆☆☆

ICUに送る必要のない患者を、患者から訴えられた時のために念のためICUに送るというのはかなり
間違っている気がする。

216-279 63P (60分) 2011/05/27 18:06:35

 



りさ
☆☆☆

直感が好きな私は今まで適当に生きてきたと思っていたけれど、直感もそれなりの思考が働いてい
るのだとわかって安心した（笑）これからもさらに経験を積んで直感を十分に発揮したい。

60-77,128-144 34P (25分) 69-71 2011/05/25 08:07:41

 

犬
☆☆☆☆

直感はそれなりの原理に基づいている 
無意識の知性が導き出すのが直感

直感を信じよう！

1-242 242P (200分) 128-144 2011/05/20 17:07:34

 

カレーの妖精
☆☆☆

論理的な思考によって説明するよりも、直観によって説明する方がうまくいく。なにか矛盾してい
るように感じるが、そういうことも実際にはあるようですね。

243-279ページ 37P (40分) 2011/05/18 13:37:00

 

shonanboy
☆☆☆

ロジックが好きな東工大生には是非とも読んでいただきたい本。
様々なファクトを追い求め過ぎて結果を出すよりも、案外直感の方が優れている場合もありますよ
ね。

投資や買い物、広告にも応用できる考えなので、是非とも活用してみようと思います。

1-155 155P (150分) 2011/05/17 12:46:36

 

ばす
☆☆☆☆

冒頭の、悩む経済学者たちによる会話
「とにかく期待効用最大化だ！しょっちゅうそう書いているくせに。」
「よせよ、こっちはマジなんだよ」
に笑ってしまった

直観が合理性に常に勝るわけではない、直観をうまく使うべき、といったなことが丁寧に解説され
ていた。

1-181,280-313 215P (120分) 10,11,280 2011/05/17 09:33:27

 

BananaLC
☆☆☆

情報コストやシンプルさのメリット、なるほど、これからは直感を大切にしようと思います。

34-59 26P (30分) 51-59 2011/05/10 11:14:09

 

QB
☆☆☆

『ちょっかん』といってもヤマ勘のようなものや、経験則からなるものもいろいろと考察をしてい
て、なかなか興味のある内容になってます。
直感が論理的なものであると感じることでしょう

1-103 103P (120分) 2011/05/02 16:32:53

 

tako
☆☆☆

生活をしていく上で経験則も大事だが、直感で選ぶほうが本能的でうまくいくことが多いのでは？
と思わせるような内容が様々な例を交えて書いてあった。難しいところも多かったり、訳本なので
分かりにくい例もあるけど、どんどん読みたくなるような本です。1章や3章が僕のなかでは興味深
かったです。この本を無意識に手に取ったときから直感が働いているのでは！？

全部 347P (240分) 2011/04/25 22:14:53

 

Hachi

直観とは知性に劣るものではなく「無意識の知性」である。様々な分野での実験を元に直感につい
て書かれている本。人生を直感に従って生きている自分には、なるほど～と思うような事が多々
あったり。
内容的には同じようなことを違う事例で何回も説明している印象なので、目次を読んで気になった



☆☆☆ とこだけ読む方がいいかも。これを読んだからといって直感だけに頼らないように気をつけるよう
にしないと。笑

適当に 100P (90分) 目次 2011/04/24 02:15:50

 

lack
☆☆☆☆

前期の木曜５・６時間目にどちらか選択しなければならない二つの講義がある。

講義A：将来役に立ちそうで教授の話がわかりやすいが、単位が取りにくい講義。

講義B：将来役には立ちそうにないし、教授の話が分かりにくいが、単位は取りやすい講義。

あなたはどう考えて、どの選択を選択しますか？
ということが記されている本です。

私は、
「講義Aの方が自分のためになるだろう！」
と考えた上で、講義Bを申請します。

全部 347P (180分) 2011/04/18 13:28:12

 

金次郎
☆☆☆

いろいろと面白い例を混ぜながら本は進む。
要約すると「頭でっかちはだめ。直感が大事。」

全部 347P (60分) 2011/04/10 18:22:51

ＴＯＰへ 
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なぜ経済予測は間違えるのか？

著者名 デイヴィッド・オレル 発行年 2011年

出版社名 河出書房新社 ページ数 315ページ

値段 2,400円 ISBN 978-4309245416

コメント
「パスカルの三角形」と「陰陽原理」と「ミツバチ」の３択。さあ、どれがおもしろいと思う？ そんなふうに目次か
らつまみぐいする読み方がオススメです。
経済学にケンカを売っている本なので、ケンカ売ってるご当人はハイテンションで、これでもかこれでもかとリクツ
や事例をぎちぎちに詰め込んでいるのですが、ケンカは所詮ケンカ。我田引水も無理攻めもあります。まあ、ここは
引き気味にニヤニヤ眺めるスタンスが吉かと。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

金次郎
☆☆

タイトルには非常に共感する。ただし別に引き込まれはしない。

50 50P (15分) 2011/07/20 21:04:36

 

afob14
☆☆☆☆☆

経済の動きを理論的に書いているが、全体的に難しくてドロップアウトした。

1-30 30P (20分) 2011/06/28 10:12:07

 

ミツヤサイダー
☆

この人数学できるの？
理論が古すぎてモデル化が幼稚すぎる。

1-58 58P (30分) なし 2011/06/24 16:54:27

 

しさん
☆☆☆☆

★★☆☆☆の本だったｗｗ最下位。消える。
コメントみてから選ぶべきたったけど、本との出会いは一期一会。

「経済は数式でモデル化できない」そう思う。
「経済は男の学問だった」 そうなのかな。
「数の宗教主ピタゴラス」 怪獣みたいだ。

p170からの引用
「経済学は客観的で、偏りのない数理科学であって、文化的現象で経済に影響するということはな
いという神話」

むむむ、そのような神話聞いたことないぞ。
・・
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経済学は私たちが知らないことが多い閉鎖的な学問だと、認識させられました。著者が書いたよう
に、経済が神話のもとに成り立っているなら危険だと思う。行動、感情などを経済学に取り込めば
数式を使った科学的な予測はできなくなる。
逆に、人間的な要素を排除したモデル予測・・怖くないですか？
怖いです。少し前までこんなだったようです。

1章～3章、6章と7章 140P (200分) 1章、Ｐ170 2011/06/20 22:14:52

 

WILS
☆☆

経済学の問題点を科学の法則で説明している、
はずだが屁理屈のように感じる。

1-36 36P (30分) 2011/06/13 12:13:50

 

redbull
☆

無理に自然科学と経済を融合させる必要がわからない。
経済理論以上に無理やり感があった

17-37 21P (13分) なし 2011/06/01 15:53:28

 

McQueen
☆☆

経済学に詳しくない人には難しく退屈かもしれない。
天然資源を無限にあるものとしているなどの問題もあり、今の経済学はやはり物理や数学などと比
べるとまだまだ予測は難しいと感じた。

207-235 28P (30分) 2011/05/27 17:19:50

 

Nori
☆☆☆

そもそも、経済予測なんてできないものである。しかし、予測ができるという誤った思い込みがあ
るから、こういう本が書かれるのではないか。

未来が予測できればと願っても、こういう複雑なものの未来がほぼ正確に予測できる日は来ないん
だろうな。だから、未来が予測できないから楽しいと開き直るしかないのかな。

全体的に 100P (100分) 第９章 2011/05/17 11:55:44

 

ma-yu315
☆☆☆

既存の経済学を否定している内容で引き合いに物理を出しているが、物理との対比もあっているよ
うないないような印象。

ただ、第6章のサブプライムローンの話は勉強になったと思う。

7－35ペー
ジ、141－175ペー
ジ、177－255ページ

90P (120分) 152－156ページ 2011/05/09 10:07:48

 

りさ
☆☆

経済系専門の人にはわかるのかもしれないけど、それ以外の人にはやや難しく感じると思う。経済
予測は物理的な現象とは違うため予測に反する結果になることも多く、その原因について述べてあ
るが解決法についてはあまり触れられていない。読者にその解決策を考えさせることを望んでいる
のだろうか。経済系の人はそれをもとに考えることは何かにつながるかもしれない・・・

37-58,141-176,207-
254 106P (100分) 177-190 2011/05/03 07:22:48

 

セシウムっぽいなにか
☆

あれ，ピュタゴラスとかニュートンさんとかばっかり出てくる．科学の本借りたんだっけ・・・？

科学で問い直す経済学と題してたんで，どんだけ論理的に経済学をフルボッコにしてくれるのかと
思えば・・・；ま，まぁでも，科学的な話の部分はそこそこ面白かったな！

経済学っていうのが信用ならないものだっていうのはこの歳になると大抵の人は知ってるはず．そ
の理由についても理系人間なら当然ある程度の予測はつくはず．その予測できる部分を的確に科学
的に説明してくれるのかと思えば，単に科学の事象に当てはめてこうこうこうだから予測不能なん



ですよ！で終わり．正直物足りない．文系の人には面白いのかもしれないけど，これは理系の人向
きではないと思う．

1-4章 112P (60分) 科学の話の部分 2011/04/22 15:09:37
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貨幣進化論

著者名 岩村 充 発行年 2010年

出版社名 新潮選書 ページ数 302ページ

値段 1,365円 ISBN 978-4106036668

コメント
貨幣のこと、おおもとからしっかり考えたいひとに。
銀行の成り立ちや金本位制など歴史的な経緯を地道に辿りつつ、全体はパンの木の島の寓話で語り始めたり、随所に
読み切りトピックを50も散らしたり、サーヴィス精神旺盛に、とてもていねいにつくられた本です。
金融業界への就職を目ざすなら、拾い読みしておいて損はないでしょう。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆

思っていたよりも気軽に読めました。
貨幣の仕組みがよく解った

1̃100 100P (70分) 2011/07/20 22:23:19

 

varen
☆☆

貨幣の歴史については分かりやすかったですが、他の話がイマイチ理解しがたい。
読み切ったけど内容が頭にあんまり残りませんでした。

1-302 302P (265分) 2011/07/14 16:53:14

 

吉田
☆☆☆☆

なぜ貨幣が生まれ、必要とされるか、がわかりやすく説明されている。
が、すこしくどい感じもする。

1-70 70P (40分) 1-70 2011/06/30 01:54:24

 

shonanboy
☆☆☆

貨幣の意味が分かりやすく解説されている。

1-70 70P (30分) 2011/06/28 09:54:58

 

ミツヤサイダー
☆☆☆☆☆

コレはまともな本だ！
貨幣とは「価値の乗り物」。このポジションをニュートラルにお金のモデル化を行っていく。批判
やお金に働く力学の分解。今起きている変化、次おこるであろう変化への警鐘。素晴らしい立ち位
置だと思う。

1-302 302P (60分) 243-302 2011/06/24 17:06:47
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竜馬
☆☆☆☆☆

関係ない話ですが、私が子供のころは、バスの両替機や自動販売機などで岩倉具視の５００円札が
使用できました。
この時代を知っているのはこの教室で山室先生と私だけでしょう。
世代の違いを感じます。
若いって羨ましい。

1-302 302P (240分) 2011/06/14 13:02:29

 

WILS
☆☆☆☆

貨幣や経済について初心者でもわかりやすく書かれています。
そんなの全然分からないよという方にお勧め。

1-71,165-184 90P (60分) 2011/06/07 17:52:42

 

ito
☆☆☆

軽い歴史の勉強になった。
貨幣の成り立ちについて1章で理解できるから、そこだけ読むと良いかも。

11-70,166-240 135P (180分) 2011/06/07 10:40:33

 

のしし
☆☆☆

本を選ぶ際，この本は経済習ってない人でも大丈夫だよ♪と教えてもらい手にとりました!!!1章は
おっしゃる通り比較的簡単に読めました。ただ，興味の問題なのか，次に進めようという気は起き
ませんでした・・・。
ちょっとずつ挑戦していきたいです!!

1-70 70P (100分) 2011/06/06 21:50:41

 

ssss
☆☆

図を使ってくれればすぐ分かることを、文章にして伝えられるとめんどくさいと感じた。
最近の自分は、大量の文章、情報をinputするようになって、まわりくどいもの、趣旨が明確でない
ものを読むのが苦痛になっていると感じた。

4章以降を読めばいいとアドバイスがあったので、再挑戦したい。

1-100 100P (60分) 2011/06/02 20:26:17

 

カレーの妖精
☆☆☆

通貨の果たす役割とは何なのか？
なぜ通貨が使われるようになったのか？
仮想の世界を通して行われる解説はなかなか興味深かった。

21-50ページ 30P (30分) 2011/05/27 13:40:27

 

ma-yu315
☆

難しいの一言！！

拾い読みの仕方悪かったのか、もともとこういう本なのかわからないが、前提知識をかなり必要と
していて途中で話の内容が解らなくなってくる。

ただ、立ち読みポイントに挙げた場所のユーロとギリシャ危機の関係はわかりやすかった。

73-123ペー
ジ、243－286ページ 93P (90分) 258-262ページ 2011/05/27 10:25:06

 

kick
☆☆☆

初めの方の話はあまり自分にはあっていなくて読みづらかった。
しかし、貨幣とは何か、貨幣誕生から今日までの流れ、今後の見通しを丁寧に説明してくれてい
る。
本の内容としては全体的に堅苦しいと思うので、4章を読んで今後貨幣がどのようになるのかをサ
ラッと頭に入れておくだけでも十分な気がします。



全部 302P (300分) 3,4章 2011/05/17 22:35:09

 

モノペーデ
☆☆☆

１章は貨幣の意味をわかりやすくおしえてくれます。
ただぼーっと読んでもそれなりに理解できました。

1-77 77P (90分) 2011/05/17 12:38:54

 

alpaca
☆☆☆

ふつう・・・かな。

取り立てて面白くはないけど分かりやすい。
パネルってコラムは比較的面白いけど。

金2万トンも1か所に保管してあったら100gぐらいもらってもいいよなとか考える自分はきっと貧乏
人。

全部 302P (180分) パネル30 2011/05/10 12:06:24

 

masa
☆☆

読んでいてあまり自分には向いていないような気がして、先に読み進めていこうという気があまり
しなかったので、早い段階で読むのをやめてしまいました。

71-105 35P (30分) 2011/05/03 12:24:09

 

Nori
☆☆☆

貨幣の歴史は分かった良かった。
ただ、帯に書かれていることが内容と一致していないとしか思えず、残念だった。

全部 302P (300分) 第3章 2011/05/03 09:42:23

 

BananaLC
☆☆☆☆

時間がなかったので、面白そうなトピックだけを目次から探してまさに濫読しました。通貨の統合
と離散のベクトルという二つの力についての話で、ユーロの適用の問題点と有用点についてよく理
解できた。

241-262 22P (30分) 241-262 2011/04/26 12:39:43

 

ア・ローブ
☆☆☆☆

どうして貨幣ができたのか、むしろ自然とそうなっていくということを架空の世界の話を通じて書
かれている第一章。
時間がなくてそこまでしか読めなかったけど、現代にいたる流れが十分にわかります。

1-78 78P (60分) 第1章 2011/04/19 17:08:22

 

aira
☆☆☆

貨幣や金融政策についてわかりやすく説明している。金本位制，ドイツのハイパーインフレ，ブレ
トンウッズ体制など，金融と歴史のうねりとの関わりも感じられる。第一次世界大戦後のドイツが
インフレを克服できた理由や，それに関する「調整インフレ」の意味合い，など興味深い話を拾っ
て読んでもいいと思う。比喩もおもしろい。
全体的に米英日の話題が多く，世界第二位の基軸通貨となったユーロの解説は少ない。独特の金融
システムを持ち，政治的にも重要なユーロ。もう少し詳しく取り上げてくれたらよかった。

全部 302P (160分) １３５～１５４，１８
５～２１９ 2011/04/18 21:16:45

 

『今までラノベとか漫画ばっかりで堅っ苦しい本なんて読んだことないんだよなぁ』
『そもそも小難しい本って事前にある程度知識持ってないと何書いてあるかわからなくなるよな』
『そうそう．やっぱそろそろ”俺ってばインテリ！”的な話とかもしたいけど，一々調べながら読
むのめんどくさいんだよなぁ』

こんな会話を一度でもした事のある人，この本オススメ．
自分は金本位制？ニクソンショック？そもそも貨幣ってなんだ？って所から読み始めた．でも今な



セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

ら全部しっかり説明できます！（ｷﾘｯ）

この本は，一言で表すなら金融界の進研ゼミ的な何か．
教科書読んでもつまんなーいわかんなーいめんどくさーいって人の為の本．
第一章のパンの木の島の物語を読めば貨幣とは何ぞやって事が良く解る．第二章以降の貨幣の歴史
の話も一章を読んでおけば簡単に理解出来てしまう．とにかく解り易く書かれていて，小難しい本
読んでると眠くなるんだよねーって人にも対応していると思う．

とても面白いので濫読の授業なのに全部読んでしまった．
全部読むとかまじメンドクセーって人は取り敢えず第一章だけ読めばおｋ．ぶっちゃけそれだけで
も貨幣って何ぞや？ってのは大体わかると思う．

何度も言うけど解り易い・面白いが両立してる本なので是非是非読んでみてｂ

1-302 302P (600分) 22-70 2011/04/15 12:41:34
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プライスレス

著者名 ウィリアム・パウンドストーン 発行年 2010年

出版社名 青土社 ページ数 399ページ

値段 2,520円 ISBN 978-4791765287

コメント
ねだん、というものの不思議。いくらなら売りますか、いくらなら買いますか。刻々と変動する複雑精妙なるコミュ
ニケーション・システム。 
これって結局、プライスという指標を用いて人間社会の不条理なおもしろさをあぶりだす営みではないかしらん。経
済学の根底に、そんな思想まで深読みしたくなったりします。 
まあ、そんなかしこまらずとも、58ページの円筒形と碁盤の目のトリックだけでも、ぜひ。
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yoichi
☆☆☆

行動経済学の歴史と、こんな人がこんな研究してましたよ、と紹介してる本。微妙に読みにくいと
ころがあったので、途中で読むのを断念した。行動経済学の本は、大体似通った内容になるしかな
いのかな。 

1-140 140P (80分) 2011/07/11 13:22:33

 

ミツヤサイダー
☆☆☆☆☆

久しぶりにまともな本に出会った！
明快かつ論理的、だが既存の理論に縛られてている箇所は論理が古くさい。あと訳者がアレだった
のか知らないがジョークがすくない、見出しがキャッチーなだけにオチがないのは。。

1-414 414P (120分) 202-280 2011/06/21 17:15:29

 

ito
☆☆

数字が人の意思決定に与える影響は興味深かった。
しかし、読んでいて眠くなる。
最初の部分と、興味ある部分を少し読むのが良いと思う。

11-30,155-165,203-
211 40P (50分) 2011/06/21 12:51:56

 

hana-celeb
☆☆☆

文調が論文みたいに堅くて、読みにくかった。
トピックが細かく分かれているから、濫読にむいているかも。

1-30、235-240、403-
410 44P (40分) 2011/06/14 18:17:00
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hide
☆☆☆

流し読みですけどあまり心に響くものはなかったかなと思います。

p1-100 100P (40分) 2011/06/14 12:51:20

 

aira
☆☆☆

いくつかある行動経済学の本の中では，後の方に読むといい本。特に価格に関する人間の行動・判
断を説明している。『不合理な地球人』や『予想どおりに不合理』を読んでからだとわかりやす
い。
アンカリング，最後通牒ゲーム，プロスペクト理論など，同じよう内容が話題を変えて何度か登場
する。回転寿司のように，トロサーモンが出てきて，しばらくして今度は炙りサーモンが出てく
る，といった感じ。

全部 414P (250分)
２１４～２３４，２６
４～２７５，３０１，
４０４～４０５

2011/05/30 09:28:10

 

Hachi
☆☆☆

とりあえず長い。どの経済学の本でも扱っているようなテーマが多くみられるが説明は丁寧でわか
りやすいものが多い。前から読みたかったが高すぎて（2500円以上）手を出しにくかった本なの
で、この機会に読めてよかった。結構ためになるかも。

適当に 200P (120分) 目次 2011/05/19 22:40:46
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大相撲の経済学

著者名 中島隆信 発行年 2008年

出版社名 ちくま文庫 ページ数 237ページ

値段 680円 ISBN 978-4480424280

コメント
相撲協会とは、これすなわち250年も続いている格闘技ビジネスのシステムなり。
実力主義なのに年功序列。神とも崇められているはずの貴重な横綱の給料はたった282万円。年寄株に八百長と数々
の特殊性に彩られたこの相撲産業を経済学の視点で分析すると、さてどうなるか。
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スキニー・ボーイ
☆☆☆☆

題名の印象って大事で、この授業で面白そうと思った題名の本に気軽に目を通すようになった。こ
の本もその一つ。
国技だが、詳しく知らない角界の深部を経済という視点でみたのは面白かった。

全部 237P (270分) 2011/07/20 22:43:25

 

みなみ
☆☆☆

相撲業界も意外とお給料低いんですね。
十両とそれ以下でこれだけお給料が違うから八百長するインセンティブが働くのだなと勝手に納得
してしまった

ぱらぱら 50P (30分) 2011/07/20 22:12:15

 

ssss
☆☆☆

角界のシステムがよく分かる。
朝青竜を教育できなかった理由が興味深かった。

全部 237P (90分) 2011/07/04 12:18:31

 

jun
☆☆☆☆

十両から月104万円、それ以下は0円というのが驚いた。
縁のない業界だが相撲界でも昔と違って高学歴化や肥満化が進んでいるらしく、我々が生活してい
る世界と同じような現象が起こっていることを知り少し親近感がわいた。

39-55,75-94 37P (20分) 2011/07/02 00:24:21
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チョコミント
☆☆☆

相撲について詳しくないのであれですけど、角界って不思議な世界ですよね。

がっつり経済学についての本というわけではないので、気楽に読めます。
相撲が好きな人には面白いんじゃないでしょうか。

1-110ページ 110P (60分) 2、４章 2011/06/23 01:22:57

 

犬
☆☆☆

意外と関取のお給料って低いんですね。
いや、まぁごっつもろてる思ってたから。
まぁ野球が頭おかしいだけってことだすな

1－56 56P (30分) 2章 2011/06/22 17:05:28

 

BananaLC
☆☆☆

素直にオススメポイントを読んでみた。諸刃の剣となる特殊技能と第二の人生。就職のこととか考
えるようになった今、少し背筋が寒くなった。しかし力士って大変だなぁ

75-95 21P (30分) 75-95 2011/06/20 23:20:41

 

プンプン
☆☆☆

「力士をやめたら何になる？」という軽い章題から読んでみたら非常にシビアなことが書いてあっ
てびっくりしました。
中卒が大半を占める相撲界で大卒の力士が増えてきているリスクヘッジ。また、巨大な体躯からさ
まざまなハンデがあり、その他に特殊技能も持たないことなど少し読んだだけですが考えさせられ
ました。

第四章 20P (10分) 2011/06/14 19:15:54

 

たたみ
☆☆

基本的に流し読みで、八百長の経済学の部分だけ割と真面目に読んだ。確かに経済学的観点からは
八百長は発生しうるものなのかもしれないが・・・

1-129 129P (20分) 八百長のとこ 2011/06/14 16:32:33

 

スティアーノ
☆☆☆

この本で扱う経済学は相撲システムの内部での合理性で外との関係はあまり扱われていない。さお
だけ～的なものを期待すると残念な気持ちになる。だが、相撲システムの良い説明にはなっている
と思う。

1-100 100P (30分) 2011/06/13 12:20:47

 

竜馬
☆☆☆☆

あわせてこちらの論文に目を通すと八百長への理解が深まります。
Winning Isn't Everything:Corruption in Sumo Wrestling
Duggan,M. and S.D.Levitt(2002)

1-237 237P (240分) 111-129 2011/06/07 12:57:01

 

kasey
☆☆☆☆

相撲は好きなので、興味深く読めました。

全部 237P (180分) 2011/06/02 09:33:06

 

tako
☆☆☆

内容はわかりやすくてすぐに読める。相撲のことがあまりわからなくても丁寧に書いてあった。

1－55 55P (30分) 2011/05/31 08:34:10

 

ジャック
☆☆☆

読みやすいが、自分は相撲をよく知らないので、なんとも言えません。
ただ、経済学なのに経済学に関するものが少ない気がしました。



1-111 111P (120分) 2011/05/30 17:00:18

 

WILS
☆☆☆☆

話が章ごとに分かれていて読みやすい。
読みたいとこだけ読めるので濫読向きな本

1.2.6.8章 100P (60分) 34-35 2011/05/28 14:42:53

 

QB
☆☆☆

現代のシーラカンスばりの相撲協会の特殊な体制をうかがえることが出来ます。
ほんとうに微妙なバランスで成り立ってるんですね
こんな体制の企業があったら是非私も入社したいです

1-116 116P (90分) 2011/05/24 13:40:14

 

がぶりんぐ
☆☆☆

とにかく、坦々とさくさくと読めます。
相撲だけに読みやすさ、分かりやすさ「白星」です。

大相撲のいろいろな小ネタ話にあふれていて、
日本の国技といいつつも意外に知っていて知られていない話が沢山です。
経済学というよりも文化学っぽいですね。

15-180 166P (60分) 2011/05/18 09:11:50

 

しさん
☆☆☆☆

もともと相撲ファンだったので読んでみました．
相撲を知らない人，ぜひ読んでみてください・・相撲面白いですよ！
本の題名の「経済学」はあまり入っていません．
パラ読みできる本です，ぜひ．

1-261 261P (100分) 全部 2011/05/17 09:59:14

 

masa
☆☆☆☆

他の組織とは少し違った相撲界の仕組みがわかってよかった。自分自身は相撲に興味があるわけで
はないが、気がついたら最後まで読んでしまっていた。

全部 237P (150分) 2011/05/16 12:59:07

 

redbull
☆☆

こういう経済に結び付ける本をよんでしまうと、無理して経済的に見る必要もないんじゃないか
なぁと思ってしまう。でも、歴史方法論のときからずっと残っているんだから、人気がずっとあっ
たんですね。僕は途中であきました

１，４，１０章 61P (50分) 4章 2011/05/13 16:46:52

 

McQueen
☆☆☆

割と面白かったが相撲にあまり興味がないので途中でやめてしまった。
相撲が好きな人にはよいかも。

1-50 50P (30分) 2011/04/26 17:24:46

 

モノペーデ
☆☆☆

相撲好きなので複雑な気持ちになった。競争原理と伝統との狭間で葛藤する相撲界。この2つの対
立はいつまで続くのか。経済的観点から相撲の現行制度に批判を展開するが、著者の相撲業界にが
んばってほしいとの愛も少しながら感じた。

1-123ページ 123P (60分) 特になし 2011/04/26 14:59:23

 

確かに経済学的な視点からの解説はあるが，わざわざ「大相撲の経済学」と銘打つほどのものでは
ない。ちょっと考えれば想像できるような話だ。むしろ，知られざる角界の事情を提示して，いっ
たい大相撲とはどういう世界で何が問題なのかを考えることにこの本の意義がある。
八百長問題については，真剣勝負が増えることでけが人が増えたり，勝つことだけが目的となるよ



aira
☆☆

うな相撲が増えたりする一方，相撲のパフォーマンス向上にそれほど効果がないなら，あまり問題
視する必要はないと主張している。しかし筆者自身，相撲は単なるスポーツとしてではなく伝統文
化であるからこそ生き残れるとも言っている。それならば，伝統ということを重視しなければなら
ない大相撲にとって，八百長がもたらす負のイメージは，感覚の問題でありながらも大きなコスト
になることをもっと認識すべきだろう。

第１・３・７・１１章
以外 196P (75分) 第２・６章 2011/04/25 17:20:17

 

そーた
☆☆☆☆

相撲を見ることってたまたまテレビつけてやってたら見る（最後のほう限定）くらいだったから、
知ってるようで知らないことが沢山あった。部屋ごとの力士の採用とか、引退後の力士の生活と
か。でたまに経済学でならった言葉が出てきて、あーなるほどって思う。

75-130,167-200 89P (90分) 2011/04/19 12:44:39

 

NE
☆☆☆☆

新しいものや合理的なものを作ることを求められる工学系の人に読んでもらいたい。
相撲の世界が、実は今の日本の抱える問題に似ていることはあまり知られていないと思う。八百長
問題や朝青龍問題で相撲を嫌っている人には、この本から馴染みのない世界への相互理解をしてか
ら判断してもらいたい。
ただ、相撲知識０の人には厳しいかも...

全部 237P (300分) 21-38, 111-130 2011/04/17 13:45:37
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動的平衡

著者名 福岡伸一 発行年 2009年

出版社名 木楽舎 ページ数 240ページ

値段 1,524円 ISBN 978-4863240124

コメント
『生物と無生物の間』が新事実満載の気合いの入ったパワフル講義とするならば、こちらは同じ事実を踏まえつつ
も、ぐっと気さくな炉端トーク。だから、『生物と無生物の間』のイントロダクションとしても、逆に余韻を楽しむ
かたちでも行けます。
生命は分子の淀み。なんてユニークで魅力的な世界観。クセになりそう。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆

こういう本苦手なんです。
今回もすぐに挫折しました・・・

1-15 15P (10分) 2011/07/20 23:41:49

 

kazumura
☆☆☆

ベストセラー『生物と無生物のあいだ』を読んでからの挑戦。
他のレビューにもあるように、こちらのほうがカジュアルだが1冊の本としてはまとまりがない。
タンパク質の代謝の研究から、私たちの体が数ヶ月ですっかり入れ替わってしまうこと、すなち、
私たちの同一性とは血や肉にあるのではなく、それらの絶えざる流れにこそ宿るということが示さ
れる。
昔、私のあほでおデブな母が、成人したら身長が伸びたりしないので、動物性タンパク質を摂取す
る必要はないというトンデモなダイエット法にはまったとき、この話をすることで改宗をさせた
（事実このダイエット法の背後にはキリスト教系の団体がいた）。
そんなこんなで福岡さんには大変お世話になったと思っていたが、どうもその福岡さんも危ない方
へ行っている気が・・・
生物学の知見から世界について語るのはいいがもう少し慎重であって欲しい。

全部 240P (150分) 2011/07/20 19:59:01

 

たたみ
☆☆☆☆

各章がそれぞれ独立しているので濫読向きである。生物学の内容ではあるが、それを感じさせない
ほどに読みやすい。過去の話題から今hotな記事(当時)までを取り上げて独特の切り口で解説してい
る。

1-240 240P (80分) 目次を読んで好きなと
こを 2011/06/28 12:49:41

 

小学生の時から科目としての生物は嫌いだが，この本はおもしろかった。特に高度な知識がなくて
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aira
☆☆☆☆

も，身近な話題からＥＳ細胞までわかりやすく説明してくれるので読みやすい。
カニバリズムを忌避する理由として，カニバリズムは病原体から守る働きのある「種の壁」を無視
する行為だから，と説明しているのがユニーク。
なぜだか読んでいて心地よくなる本だった。

全部 254P (105分)
４３～４５，８７～１
０２，１８０～１８
２，２３６～２４１

2011/06/25 17:13:36

 

ssss
☆☆☆

生物無生物の間の方がおもしろかったかな。

全部 240P (120分) 2011/06/22 12:00:10

 

がぶりんぐ
☆☆☆☆☆

「動きながら、流れながらバランスを取って、私は私として生きていること」

こんな動的平衡の発想は、もしかすると様々な場面で適用できるかもしれませんね？
生物の知識がなくても、理科の知識がなくても
割と読みやすく分かりやすい本です。
（福岡氏が前にあるキャンペーンで某アイドルに対して
動的平衡について説明していたのを読んだことがあるので分かりやすさは保証済みです！！！）

内容もさることながら、著者の福岡伸一氏の論述展開の巧みさに
感動しました。

日本の生命科学分野に期待がもてる一冊であり、
大学に入ってから生物と縁遠かった自分にとって
福岡氏の授業を受けてみたいなと思わせた一冊です！！！

11-251 240P (120分) 224-251ページ 2011/06/21 11:59:51

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆

生命現象とは構造ではなく「効果」なのである．
なるほどな～と思った．この本は濫読向けだと思う．時間が無い人で厚い本はちょっとって人も借
りて大丈夫．
個人的にはあまり面白さは感じなかったけれど，読みやすい本だと思う．冊数稼ぎにはいいのか
な？
あ，ダイエットしたい人にはお勧め（笑）

プロローグ，１・３・
８章 116P (70分) ダイエットの所 2011/06/21 01:15:25

 

そーた
☆☆☆☆

すごい読みやすかったし、面白くてぐいぐいはまる。

これは使える！！と思ったのはちく○の話。
人間の体内の話をしているときに、たとえ話でちく○の話が出てくる。ギャップが笑える。

全部 254P (300分) 2，3章以外 2011/06/13 21:29:49

 

alpaca
☆☆☆☆

途中で返しちゃったのであんま読めてない。。。

20冊読み終わったらもう一度借りたいです。

途中まで 50P (30分) 2011/06/08 09:28:28

 

bob

ダイエットの方法を知りたくて、借りてみましたーー。

生物の知識がなくても、かなり読みやすかったです。



☆☆☆☆☆
第3章に書いてある様に、ちょびちょび食べて体重を落としていきたいと思います(^^)v

第1、3，4，5章 96P (130分) p91-113 2011/06/04 16:41:21

 

synthemia
☆☆☆☆

面白かった。全く専門的な知識を持ち合わせていなくとも、身近な例で説明してくれており、とて
も優秀な本（というか作者の頭の良さを）だと感じた。

1-240 240P (240分) 2011/05/30 13:42:18

 

しさん
☆☆☆☆☆

『記憶』・・とは？
『青いバラ』・・バラなの？
『遺伝子組み換え食品』・・食と他の商品との遠近法がおかしい

「朝は抜いて、昼もコーヒー程度でごまかし、夜になって初めてドカぐいするような生活」はタン
パク質の飢餓状態に陥っている．
なぜでしょうか？
答えはこの本のなかにあります．

1-254 254P (240分) 112 2011/05/23 22:48:46

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆☆

面白かった。
「生命はそれぞれ特有の機能を持った部品の集合体ではない」

・・数年前に生物と無生物の間を読んだが全然面白くないと感じた記憶がある。 今度読み直してみ
ようと思った。

1-254 254P (120分) 62-90 2011/05/18 12:15:35

 

Nori
☆☆☆☆☆

高校生のとき生物の授業を受けていたものの、ほぼ上の空であった。しかし、この本は、そんな自
分にも生物のおもしろさを気づかせてくれる。
中学生、高校生のときにこういう本を読んでおきたかった。おもしろい本を読むと常に思うことで
はあるが。

帯のコメントの意味はよくわからないが・・・。

全て 240P (100分) 2011/05/16 10:48:23

 

cibot
☆☆☆☆

節電の夏を迎えるに当たり、最近の最大の関心事であるダイエットに関する章を読み、チビチビぐ
いを実行しています。

返却期限に間に合わなかったためそこしか読めませんでしたが、他にも面白そうなトピックがあっ
たので、また借りたいと思います。

91-116ページ 25P (20分) 2011/05/12 23:28:52

 

QB
☆☆☆☆

この本で人間の持つ生体の複雑さに畏敬の念を持つようになりました
人体のモデリングを使うような研究を専攻している人たちにぜひ読んでいただきたい一冊です

1-182 182P (120分) 140-203 2011/05/09 12:45:47

 

hide
☆☆☆☆

部分の総和が全体ではない。
分「科」の「学」問をやっている身として陥りやすいミスに気づけたと思う。
一部分の遺伝子の機能を削ったノックアウトマウスの行く末はどうなるのか？
ES細胞が未来の医療を変えると考えている方にはおすすめです。

1-200 200P (60分) 140-166 2011/05/03 11:59:02



 

WILS
☆☆☆☆

今まで「ES細胞って何？」と思っていましたがこの本を読んで、なるほど、こういうものか、と納
得しました。
生物を勉強してない理系学生（ここにいる人？）にお勧め

1-250 250P (180分) 204-206 2011/05/02 12:54:57

 

晏子_JP
☆☆☆☆☆

「唯臓論」という本があるらしい。「唯腸論」だと思っていたのだが。

まあそれはさておき。
ぶっちゃけタイトル詐欺だと思う。
主眼はたしかに動的平衡なのだが……3割くらいは医学史だったし。
「生物と無生物のあいだ」をはじめ、医者の書いた本を読んだ身としては、蛇足であった。

まあ、ES細胞を空気の読めない細胞と言っているあたり、センスを感じるので吉とする。

全部 240P (120分) 2-3 2011/04/28 00:46:34

 

ma-yu315
☆☆☆☆☆

１４０ページから２０２ページにかけて、話題のES細胞の話がわかりやすく書いてあった。
また、本書のタイトル「動的平衡」の定義が２２４ページからラストまでなされている。生命すべ
ては分子の淀みで、一時的に集まっているだけという概念は量子力学に通ずるような気がする。

12-23ページ,140-202
ページ,224-254ページ 103P (150分) 149-152ページ,231-

233ページ 2011/04/17 10:36:26
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宇宙は何でできているのか

著者名 村山 斉 発行年 2010年

出版社名 幻冬舎新書 ページ数 226ページ

値段 800円 ISBN 978-4344981881

コメント
宇宙のほとんどはからっぽ？ トンデモナイ！
ダークマターが23％
ダークエネルギーが73%
なんですね、ホントの話。
超ムズカシイ。でも、最先端をみんなと共有したい、という著者の志が熱い一冊です。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆

著者を知っているので読んだ．すごーく平易に素粒子物理学の話をしてくれているので，宇宙好き
なら理系じゃない人でも大丈夫かもね．ただ最初の方は理系の人には冗長に感じることもあるかも
と思いましたが．自分は知識の補完になりました．

12-219 203P (150分) 2011/07/20 21:46:07

 

みなみ
☆☆

どうも自然科学系の本は興味が持てず今回も途中で挫折してしまいました。

1-30 30P (20分) 2011/07/20 21:18:09

 

ばす
☆☆☆☆

宇宙の本、というより素粒子の本、だと感じた。
素粒子とか全然分からないと思って読み始めたけど、説明が丁寧で分かりやすかった。ただ3章の
一部は例外。

難しい話をここまで易しく語ることができるというのはすごいことだと思う。筆者の素粒子物理学
への思いが伝わってくる本だった。

1-226 226P (180分) 第5章 2011/07/13 16:39:34

 

原子以外のものが宇宙の96％を占めている、、、。

今実際に観測できる宇宙の大きさ＝10^27m
この謎を解くために、10^(-35)mの素粒子の謎を解く。

あり得ないほど小さな世界の観察に注がれるカミオカンデを初めとした
最先端の巨大観測装置たち。1人の天才が全てを打開するような数学の世界
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Ohayo-usagi
☆☆☆☆

ではなく、あらゆるマンパワーの結晶がこの分野の研究成果に繋がるのだ
と感じた。
かつて地球が丸いことを人類が知らなかったように、科学の力は、多くの
パラダイムシフトを起こしてきた。そして現在、宇宙、すなわち世界の始まり
すら説明してしまおうとしている人類のパワーに畏敬の念を感じる。
しかし、それでもその全容解明には、かのアインシュタインさえ全く照らす
ことの出来なかった道のりが、まだ途方もなく続いているようである。

後半は物理学を学んでない自分にとっては、直観的に捉えること
はだいぶ難しい話になったが、それでも、著者のこの分野に関する
深い見識と文章力でここまで平易にまとめたのは素晴らしいと思った。

全部 226P (180分) 第一章、第五章 2011/07/11 18:51:38

 

ROZE
☆☆☆☆

読んだページ数は少ないが、こんなに分かりやすい宇宙論の本は無かった。平易な語り口で非常に
読みやすい。

1－120 120P (60分) 2011/06/28 22:33:31

 

がぶりんぐ
☆☆☆☆

自分のおおもとの起源である（はず…の）宇宙についてしりたくて読んでみた本。

地学や物理の専門的な話が噛み砕かれていて、だいぶ分かりやすかったです。
高校物理に軽くでも触れた人なら、数式も出てこないので読みやすいかなと。

暗黒物質、暗黒エネルギーと言葉のインパクトは、
宇宙だけに「ビッグバン」級ですよ！

電磁気力や重力のお話もあります。
まさか「4つの力」と宇宙が結びつくなんて…

11-58、105-143、193-
226 121P (90分) 193-222 2011/06/28 10:04:26

 

MRMPM
☆☆☆☆☆

世界は最大の宇宙と最小の宇宙がある。
筆者の話が全然固くなくてよんでいておもしろいし、たとえも楽しくて面白い。
単純に全く知らない世界を知れた事も良かったし、何年も昔からこんなすごい研究がされていた事
にもとても驚いた。
僕らはみんな星屑ででてくるなんて言われたら、とてもロマンチック。ゴキブリすら仲間に見えて
くる気もする。

1-222 222P (180分) 25-58 2011/06/08 15:29:14

 

tako
☆☆☆☆

なかなかわからない量子力学や原子の話を身近な例を用いてわかりやすく説明している。素粒子の
ことはあまり知らなかったが、タイムリーなはやぶさや益川さんの研究の内容がよく分かった。

1-102 102P (60分) 2011/05/24 20:51:48

 

Nori
☆☆☆☆

この本のように理論的なことが書かれていなければ分かって楽しいんだけどな。理論を勉強すると
何でできててもいいじゃんと思ってしまうんだよな。

全て 226P (120分) 第３章 2011/05/19 12:54:46

 

NE
☆☆☆☆

素粒子の研究が宇宙の研究につながることをよく理解できる本。
細かくではなくざっくりと理解すると宇宙すごいなって感じられると思う。
ただ、いろんな物質が出てきて何がなんだったか分からなくなった(笑)

でも、宇宙好きなので楽しく読めました。



全部 226P (170分) 序盤 2011/05/17 23:33:30

 

varen
☆☆☆

どこかで耳にしたことがある、ダークマターや反物質といったものがどれほど具体性を持つのか、
どういったものなのかがなんとなくですが分かります。難しい話には分かりやすい例がセットに
なっていて多少は理解しやすくなっています。
科学にワクワクしていた昔を思い出す一冊です。

25-58,105-144 72P (50分) 2011/05/17 04:26:14

 

りさ
☆☆

物理にあまり興味がない私にとってはあまり面白い本ではなかった。だから、皆のコメントで途中
はいまいちという意見が多かったので第２章で読むのを辞めた。でも、宇宙は謎が多すぎて非常に
興味深い存在ではあるが・・・宇宙は今後も拡大し続けていくとしたら、また違った何か出来事が
起こるんじゃないかななんて思ったり。

11‐103 93P (60分) 42‐58 2011/05/13 07:56:58

 

晏子_JP
☆☆☆

3章の終わりの方まではわりとどうでもいい。「知っとるわ、ンなもん」である。自分自身は物理
屋ではないけれど、物理学科を目指していたこともあったので。

「自発的対称性の破れ」「CP対称性の破れ」について少しだけ理解。
……南部・小林・益川３先生のノーベル賞受賞時に調べるのを怠っていた。反省。

「はじめての&quot;超ひも理論&quot;」（河合光/講談社現代新書/2005）もおすすめ。
こちらは宇宙論の立場から述べているが、内容は近い。

素粒子・核・宇宙と一括りにされることがあるが、専門によって見方が違うものだと理解。（機械
なんてもっと細かいし……）

全部 226P (50分) 137-222 2011/05/06 17:55:35

 

lack
☆☆☆

「宇宙ってすごい！」より、
「研究者の宇宙へ対する熱意が凄い！」
と思う作品だった。

最初と最後はなかなか読みやすいが、中盤あたりで難しい名詞が乱発されます。なので、全体をさ
らっと理解したい方は最初と最後だけ読むのがよいと思います。

少し賢くなりたい人は中盤も読んでみましょう。学部１年の化学で出てきたような話を再度聞くこ
とになります。

全部 226P (200分) 序章と第一章、第五章 2011/05/06 15:18:05

 

alpaca
☆☆☆☆☆

宇宙やべえｗｗ

クォークとか超ひも理論とか反物質とか強い力とか。。。
なんかもう厨二心をくすぐる言葉が一杯。
高校とかでこういう授業を受けたかったと思いつつ、ニュートン力学とかも否定しちゃうからでき
ないよなぁ。

個人的には宇宙の法則を人類が完全解明するなんておこがましいぐらいに思ってるけど、面白かっ
たからいいやｗ

全部 226P (120分) P44グラフ 2011/04/27 13:49:53

 

カレーの妖精
☆☆☆☆

宇宙の壮大さ、謎に満ちた暗黒エネルギー、超ひも理論……。
なにがなんだかわかりませんが、神秘的な雰囲気は感じられました。

11-58,105-143,193- 117P (60分) 2011/04/25 08:18:46



222ページ

 

QB
☆☆☆

タイトルの宇宙についてというよりも、素粒子の話がメインになっています。
途中から『訳が分からないよ！』となりましたが、不思議な性質を示す素粒子に対しての物理学者
たちの考え方が面白く
『素粒子に色？』『ヒグス粒子は全宇宙エネルギーの10^62%のエネルギーを持つ』
彼らの考え自体が一種の宇宙のような気がします

最後に一言、『ヤバイ。宇宙ヤバイ。まじでヤバイよ、マジヤバイ。』

1-225 225P (300分) 146-222 2011/04/20 12:27:00

 

hide
☆☆☆☆

素粒子論を食わず嫌いにしてた私ですが、あっさり全部読みきってしまいました。自分の研究をこ
れだけ熱意を持ってわかりやすく説明できるかと問われるとウンウン唸ってしまうでしょう。

1-226 226P (90分) 225 2011/04/19 10:13:36

 

ア・ローブ
☆☆☆☆

半分くらいまではわかりやすく噛み砕いてくれている。けれど、途中からはおいてきぼりにされが
ち。

宇宙の話というから超マクロな話かと思いきや、話の中心はニュートリノやクォークなど最近の
ノーベル賞で話題になった超ミクロな話。

全て 226P (240分) 20-23ページ 2011/04/18 23:00:36

 

WILS
☆☆☆

宇宙に関して知っているようで、実は知らないことだらけで驚いた。

1-130,194-222 160P (120分) 42-48 2011/04/13 17:06:37

 

tennismagician
☆☆☆☆

知識の補足になりました。

1-226 226P (90分) 3章くらいまで 2011/04/13 01:41:53

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=22#TOP
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はやぶさの大冒険

著者名 山根一眞 発行年 2010年

出版社名 マガジンハウス ページ数 288ページ

値段 1,365円 ISBN 978-4838721030

コメント
各ページの右端にご注目。パラパラパラ……。
こんな小さな仕掛けからも、著者の山根さんが、はやぶさに寄せる思いが伝わってきます。はやぶさの誕生から帰還
まで、ゆっくりゆっくり見つめてきたライターさんならではの思いの結晶。
̶̶おかえりはやぶさ。君は最後の最後まで大したやつだった。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆☆

技術者魂とそれに答えたハヤブサについて読んでいくと、なんかわくわくと理系の血が騒ぐよう
な。。。
擬人化した表現が色々あるのも納得出来る。
読んだあと、ドキュメンタリー映像みたら涙出そうになりました。

8̃295 288P (230分) 2011/07/20 21:55:00

 

MRMPM
☆☆☆☆

はやぶさの宇宙打ち上げまでの最初の章だけ読んでみた。
はやぶさというよりは、もっといろんな人工衛星があってとても日本らしいユニークな名前がある
と知って微笑ましくなった。

12-36 25P (10分) 12-36 2011/07/12 11:48:14

 

savon
☆☆☆☆

筆者は「はやぶさ」打ち上げから7年間、追い出されて来ているので知っている、当時の開発者の
インタビューや、当初金星の明るさぐらいだと言われていたはやぶさの突入がなぜあそこまでまぶ
しく輝いたの理由が書かれている。

1-125 125P (125分) 2011/07/10 14:46:17

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆

APOLLO13と似ているかな
ドラマとしては面白い
でもエンジニアとしては，自分の作った機械が
こんなにドラマチックであってはいけないと思う

子供たちには読んでもらって宇宙開発に興味を持ってほしいなと思った
．

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=23
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=23
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=23
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=23
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


全部 295P (240分) 2011/07/07 15:30:00

 

しさん
☆☆☆☆☆

蓮舫必読。政治家必読。
技術者にはたまらない。
小学生は親をたよって、耳と目から。
みんな読もう。

1-295 295P (160分) 写真も 2011/06/28 10:04:00

 

ROZE
☆☆☆☆

とても面白かった。読んでてどきどきした。
困難を乗り越えたはやぶさと技術者が本書を読んではっきりとわかった。
はやぶさが砂漠に戻ってきた写真がとっても綺麗だった。

all 288P (150分) 2011/06/20 13:28:14

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

数多の危機を乗り越えたはやぶさ．プロジェクトを成功させた時の技術者達の気持ちを思うとこみ
あげてくるものがある．
うちの大学にいる人なら大筋の流れは大体知ってると思う．それでもやはり，この本は出来るだけ
多くの技術者志望の人に読んで貰いたい．技術的な部分を勉強する為に読むのではなく，気持ち的
な部分を勉強する為に．

全部 288P (200分) 2011/06/19 14:26:50

 

hide
☆☆☆☆

おもしろいから辛いことも乗り越えられる、と。

p1-295 295P (110分) P263 奇跡か努力かのと
ころ 2011/06/14 13:01:52

 

tennismagician
☆☆

宇宙論を専攻しているのでこの本に興味を持っていたが、あまり面白くなかった。はやぶさの構造
とイトカワの形がわかったのは良かった。

1-36 36P (30分) 2011/06/12 15:49:11

 

WILS
☆☆☆☆

はやぶさの打ち上げから帰還までを事細かくつづった1冊
小惑星までの旅路は様々な事態にみまわれ、読んでいて目が離せません。
何度も予想外の事態に見舞われても地球まで戻ってきたはやぶさには、すごすぎて言葉も出ない。

1-295 295P (150分) 249,x-xi 2011/06/10 16:39:55

 

aira
☆☆☆☆

この本を読んでいると，あたかも「はやぶさプロジェクト」の進行を傍らで見守っているような気
になります。絶望的ともいえる数々の困難を乗り越え，はやぶさを帰還させた宇宙科学研究所のメ
ンバーの熱い思いが伝わってきます。
はやぶさを支える物理学の知識や技術は非常に高度なはずなのに，一般の人にもわかるよう，大変
わかりやすく書かれています。宇宙工学好きの人には物足りないかもしれませんが，こういう伝達
能力は非常に大切だと思います。
書き方も上手なので，きっと感情移入してしまいますよ。

全部 295P (100分) 特定できません 2011/04/28 16:07:53

 

カレーの妖精
☆☆☆

最終章だけしか読みませんでしたが、はやぶさに携わった人々の揺れ動く心情が十分に伝わってき
ました。

273-286ページ 14P (20分) 2011/04/28 12:41:01

 



alpaca
☆☆☆☆

工学系の人間としては感情移入しやすい。
イオンエンジン担当者が、離れたスラスタと中和器の組み合わせ回路を使ってみたかったなんて
言っているのに技術者魂を感じた。

全体的にわかりやすく書いていることから、読みやすいが説明がくどいと感じるとこもあり。
はやぶさについて大雑把に一通り知りたい人にはちょうどよいのでは。

全部 288P (150分) 2011/04/20 16:51:23

 

ジョン
☆☆☆☆

ボロボロになりながらもミッションを遂行して帰還することを目指すはやぶさに感情移入してし
まって感動しました。
本当に”そうまでして君は”と思ってしまいます。

個人的には、地球に帰還しカプセルを放出したはやぶさに最後に地球の姿を見せてあげるところが
大好きです。

8-295 288P (180分) 82-83 2011/04/18 14:11:07

 

そーた
☆☆☆☆☆

お勧め度星７つ付けたいくらい面白かった。はやぶさは本当に生きてるようで、感情移入しちゃっ
て愛おしくなったくらい。はやぶさの動く仕組み、JAXAの方々のインタビュー、はやぶさのドラマ
全て面白かった。

1-259 259P (180分) 最後のほう以外 2011/04/18 12:55:50

 

ジョイトイ
☆☆☆

七年間もかけて30億キロも先まで行って帰ってきたはやぶさ。それを支える技術と人を知ることが
できるのは面白い。
イオンエンジンなどの超最先端な技術はプロジェクトの壮大さとも相まって非日常的な印象を受け
るのに対し、マーカーの発想を得るためにトイザラスや東急ハンズという日常的な話も出てくる。
文章に出てくる日常的な描写が本当にはやぶさは行ってきたんだと思わせてくれ、楽しめる。

8-295 288P (180分) 2011/04/18 03:19:43

 

ARI
☆☆☆

テレビでもボロボロになりながらも、
カプセルを地球に届けた「はやぶさ」の、
報道はドラマチックでした。
しかし、テレビでは語られなかった、
ドラマチックな展開がここにあります。
「事実は小説よりも奇なり」ですね。

8-295 288P (240分) 233-224 2011/04/14 18:26:01

 

晏子_JP
☆☆☆☆

『はやぶさ̶不死身の探査機と宇宙研の物語』 (幻冬舎新書) 吉田 武
などもあわせて読みたい。関連書籍は山ほど存在する。
ターゲットマーカーに名前入れたかった。
反省を活かして「かぐや」と「あかつき」には刻んだ。

8-295 288P (90分) 249-286 2011/04/12 22:51:23

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=23#TOP
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宇宙飛行士が撮った母なる地球

著者名 野口聡一 発行年 2010年

出版社名 中央公論新社 ページ数 120ページ

値段 1,900円 ISBN 978-4120041839

コメント
富士山がフジツボみたいっっ！ 誰がうまいこと言えと……
いやもう、ワンカットごとに、なんなんだこれは、どうしてこんな色なんだ、と驚きが尽きません。マッシュルーム
みたいな月や、小石みたいなエアーズロックや……。野口さんプロデュースの宇宙散歩、お楽しみください。
でもって、73ページ、サハラ砂漠の謎の幾何学模様の正体を誰か教えて！

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆☆☆

写真が奇麗で癒されました。

all 120P (30分) 2011/07/20 21:44:09

 

NE
☆☆☆

航空写真は見てて楽しい

全部 120P (20分) 2011/07/19 01:06:20

 

金次郎
☆☆

実感がわかないので、あまり好きではない。

全部 119P (15分) 2011/07/15 13:51:39

 

ばす
☆☆☆☆

地球全体やばいんだけど、特にアジア、アフリカ、南米がすごい。絵の具をべったりそのままつけ
た感じ。
あとモスクワとか計画都市の夜景が見ていて楽しかった。

1-120 120P (30分) Part IV 2011/07/13 17:52:14

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆

肉眼で見てみたいなぁ．Google Earthでいいとか言うなー

全部 119P (40分) 2011/07/12 18:16:06

 

takeshi
中々体験出来ない視点なだけに、航空写真ってホント見ていて楽しいです。いつか生ででも見てみ
たいと思わせられる写真が沢山ありました。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=24
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=24
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=24
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=24
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


☆☆☆☆
1-119 119P (30分) 2011/07/07 10:59:53

 

吉田
☆☆☆

航空写真見るとわくわくしますよね

1-119 119P (30分) 全部 2011/07/04 18:23:05

 

ミツヤサイダー
☆☆☆

確かに富士山がふじつぼに見えますねｗ
将来は衛生カメラをネットワーク越しに保有してケネディ宇宙センターとかを自分のタイミングで
撮影したりしたいです。
そしたら今まで見えなかった事実が見つかったり、世界がより把握できるんじゃないかな。

1-119 119P (30分) ALL 2011/07/03 22:25:59

 

ジャック
☆☆☆☆☆

高空写真って面白い。
見るだけで癒される

全部 119P (30分) 2011/06/29 21:59:16

 

hana-celeb
☆☆☆☆

こんな形してるの!? こんな色なの!? 1枚1枚の写真も面白い。
けど、大きな地図(A0サイズくらい)を付録にして、位置関係がわかるともっといいと思った

全部 119P (10分) 2011/06/28 14:55:11

 

otanitaku
☆☆☆

行けるうちに旅行行っとかないとなぁと思った。
美しいと思う写真がたくさんある。でもなんだかよくわからない写真がごちゃごちゃっと載ってい
るのは残念。
テーマを絞ったほうが伝わりやすいと思う

全部 119P (30分) 69-71 2011/06/28 12:53:29

 

kick
☆☆☆☆☆

宇宙から見ると世界中がそれぞれ魅力的な姿をしている。アフリカも南米もヨーロッパも北米も素
晴らしい。
原油流出事故も大洪水の恐ろしさも写真から感じることができる。
見るたびに、地球は素晴らしいと思ってしまう。

全部 120P (30分) 2011/06/23 17:23:01

 

ROZE
☆☆☆☆

うーん、綺麗！

all 120P (30分) 2011/06/20 13:43:58

 

ほたー
☆☆☆

宇宙からの写真なので、きめ細かさまでは望めないのが残念でした。
エジプト・モスクワなど、街並みの整い方が衛星写真として見えるのは面白かったです。

1-119 119P (15分) all 2011/06/16 15:10:06

 

masa
☆☆☆☆☆

やっぱり写真はいいなぁ～と。
自分たちは決してみることのできない世界だけれども、非常に引き込まれるし、自分の目で見てみ
たいと感じてしまう。

全部 120P (20分) 2011/06/14 17:02:51

 



晏子_JP
☆☆☆☆☆

パタゴニアの氷河多すぎだろ、と思っていたら案の定巻末のインタビューでも気に入ったとのコメ
ント。
個人的にはp39のクーポラからの眺め、p66の南アルプス、p84のデンマークとスウェーデンはふぁ
ぼってもよい。

GoogleEarthでは夜景は撮ってないと思うが。

あとp73のサハラ砂漠は円形農場のようです。参考URL：
http://www.tabi2ikitai.com/geography/j0101a/a01005.html
ざっと探したところ[緯度,経度][22.507482, 28.616638]付近のようです。

1-120 120P (20分) 2011/06/07 18:15:49

 

ジョイトイ
☆☆☆

twitterで投稿されていたらしいが、宇宙からの写真がすぐにネットを通じて発信されていく感じは
すごいなーと思った。
オーロラを横から撮った絵は初めて見たが、写真では伝えられない美しさがあるらしい。宇宙いっ
てみてぇ。

1-120 120P (30分) 2011/06/06 15:28:09

 

alpaca
☆☆

まぁ、GoogleEarth見ようか。

全部 120P (20分) 見開きイタリア半島の
ページ 2011/06/01 16:42:54

 

のしし
☆☆☆☆☆

街の写真より海や島の写真が個人的に好きです！！
あれもこれもと追われる日々の中で安らぎました。
いつかオーロラを生で見に行きたいです。

1-120 120P (40分) 2011/05/26 19:21:48

 

tennismagician
☆☆☆☆☆

自分の知らない世界がたくさんあるんだなあ。

1-120 120P (30分) 2011/05/23 19:38:52

 

ROZE
☆☆☆☆☆

こんなにさくさく読める本、他にないからオヌヌメしておく

1-120 120P (15分) 2011/05/18 07:00:55

 

afob14
☆☆☆☆☆

その土地で起こっていること、つまり中身のことばかり考えているけど、ふとその”中身”を形成
している土地の”輪郭”を見てみると非常にきれいでした。

1-120 120P (20分) 2011/05/17 18:21:53

 

なかむー
☆☆☆☆☆

最高に読みやすい一冊
みんな読もう！

1-120 120P (15分) 2011/05/17 12:57:36

 

lack
☆☆☆☆

宇宙から見る地球がここまで鮮やかで色味深いとは思わなかった。まるで誰かが絵具を垂らしたよ
うな写真でいっぱいです。

全部 120P (15分) 2011/05/16 13:54:43

 



がぶりんぐ
☆☆☆☆☆

日本も世界も、島も大陸も、自然も都市も、いろいろな地球のありのままの写真でいっぱいです。
撮り方や撮影時期によって、富士山の写真も微妙な違いから、印象が変わるものだなと感じまし
た。
後半では、野口聡一氏のインタビューも掲載されており、ただの写真集で終わらないところが良い
です。

個人的には、写真だけでなく、写真のページの左下や右下に小さく日本地図や世界地図があり場所
が確認しやすくなっている点もグッドですね。

みなさんも、お気に入りの日本の地形の写真、世界の地形の写真が、見つかると思います!!!

1-120 120P (30分) 6-9ページ、112-117
ページ 2011/05/16 11:36:12

 

aira
☆☆☆

Google EarthやGoogle Mapsを見ていると時間が経つのを忘れる，という人には特にお勧め。海外
によく行く人にもお勧め。
世界各地の都市の写真を見ていると地理の授業を思い出す。思わず写真と地図帳を見比べた。地
震，洪水，原油流出事故といった災害後の惨状を撮っているのも特徴。

全部 119P (20分)
１２～１３，３７，４
２～４８，７８～８
８，９４～１０２

2011/05/09 22:25:43

 

bob
☆☆☆☆

地球は美しい。

地図フェチにはたまらん。

全部 119P (20分) Part  Name 2011/05/03 15:52:41

 

hide
☆☆☆☆

世界の車窓からの宇宙版です。
流れる景色を眺めるようにぺらぺらめくってください。

1-119 119P (25分) 2011/05/03 10:26:50

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆

絶対この本に載ってる場所全部回ってやる！

全部 119P (30分) ニッケル鉱床 2011/05/02 21:01:50

 

WILS
☆☆☆☆

普段は下から見上げる雲ですが、上から見ると白一色。
そこに山の峰が見えるのが、とても美しいと感じました(P18)

1-120 120P (20分) 6,18 2011/04/29 14:39:21

 

犬
☆☆☆☆

夜景や自然など、上空から見た地球に感動しました。
生で見てみたいです

全部 120P (30分) 12,13,81,86, 2011/04/26 12:34:23

 

ARI
☆☆☆☆

普段見る景色も、上から見るとまた違って見えますね。
さまざまな地形、そして町の成り立ちが見られて面白いです。
神秘的な模様だったり、災害の爪あとだったり、
地球の姿がここにあります。

全部 120P (50分) 39, 70-71, 104-105 2011/04/25 23:46:23

 

日本の都市の夜景の部分が素敵でした。



ジョン
☆☆☆

東京よりも大阪の方が明るいということに驚きました。
関西人としてちょっと嬉しかったり・・・

京都の実家（田舎なので真っ暗ですが）も写っていて少しテンションあがりました

全部 120P (15分) 12-13、34-37 2011/04/25 18:30:30

 

チョコミント
☆☆☆☆

野口さんが宇宙からツイッターにアップした多くの写真が掲載されています。
宇宙飛行士である彼が興味を持って撮影した写真や、フォロワーに届けたいと思って撮影した写真
は、きれいなものもぼやけたものもありますが、どれも宇宙に行った人でなければ撮影できない写
真です。
野口さんが見た風景、興味を持った風景を知ることができる一冊になっています。
ですが、ツイッターでリアルタイムにそれらの写真を見ることができていれば、感動はもっと大き
かったのではないか思います。

1-120ページ 120P (100分) 31-40ページ 2011/04/13 14:33:28

 

竜馬
☆☆☆

73ページの模様はピボット灌漑を利用した円形農場だと思います。
回転する散水アームから水が供給されるため、円形に植物が生えています。
色の違いは植物の種類の違いであると思われます。

宇宙から撮影しているため、地球の大気の影響で画質は荒いです。
ほとんどぼやけています。
上空10kmを飛行する航空機からでも撮影可能な被写体が多くあり、航空写真のほうが綺麗に撮れ
ることから、Part 以外は価値のある写真であるとは思えませんでした。
GoogleEarthで代用が可能と考えます。
Part は宇宙にいないと撮影できない写真たちです。

1-120 120P (120分) 31-40 Part 2011/04/12 16:01:46
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地球のハローワーク

著者名 ナショナル・ジオグラフィック 発行年 2009年

出版社名 日経BP社 ページ数 333ページ

値段 1,900円 ISBN 978-4863130722

コメント

表紙の写真に一目惚れ。
人生の豊かさとか、地球の広さとか、めんどーなコリクツなんて、どうでもいい。パラパラめくって運良く「一目惚
れ」に出会えたらこの本はあなたのものです。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆

自分の幸せを感じるとともに、シュウカツをまじめにしようと思いました。

1̃120 120P (35分) 2011/07/20 21:43:55

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆☆

美しい写真を通して，理由もなく粛々とこなす，働くということのシンプルさを淡々と感じた．

1-300くらい 300P (60分) 2011/07/12 18:57:30

 

Ohayo-usagi
☆☆☆☆☆

写真が素敵だ。古今東西の人の営みを切り取ってる。
働くことの選択肢がある現代の幸せを思う。
写真を見てると、物を運ぶこと、鉱山を削ることなど、1つ1つの営みが、
確かな一歩として、世の中に貢献しているような労働の形に目がいった。
彼らは己の肉体のみが資本であり、仕事の意味だとか、生きがいだとか、
そんなことは考えず、ただ日々黙々と汗を流している。

日本のホワイトカラーは、自分が何のためにこれをやっているのか、
何になっているのか、わかりにくいような仕事が多いよな、とふと思
った。

全部 333P (30分) 2011/07/04 15:31:08

 

ssss
☆☆☆☆

発達した社会では、働くことにやりがいや自己実現などさまざまな意味づけがなされる。

本来は、
労働は生きること。
一人が汗をかき働くと。そこに価値や財が目にわかる形で現れる。とてもシンプルなこと。
そんなことを感じた。
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全部 333P (60分) 2011/06/30 13:11:49

 

ジャック
☆☆☆☆

違う社会の人間の生き様や格差が分かっていたと思ったが、読み終わったら結構ショック受けた。
表紙の写真も結構インパクトがある。

全部 335P (120分) 2011/06/30 09:09:27

 

そーた
☆☆☆

結構ショッキングな写真あります。ショッキングな写真を連続してみた後に、スロットをやってい
る女性の写真が出てきて、貧困国に生まれた人と先進国に生まれた人の格差を感じました。

26ページに書いてあった、「写真は嘘をつかなくても、嘘付きが写真を撮ることは可能だ」という
言葉が印象に残っています。

全部 333P (60分) 表紙 2011/06/21 12:05:35

 

savon
☆☆☆☆

写真から人は生きるために働く姿が見えました。
世界は広いと感じた。

85-150 66P (20分) 2011/06/15 13:24:53

 

aira
☆☆☆

その人にとっては日常の仕事でも，他人の目には新鮮に映る。一緒に暮らしている家族だって，そ
れぞれの職場や学校で別々の日常を送っている。そんな当たり前のことも感じた。
一枚の写真からいろいろなものを感じ取れる。写真は黙して語る。

全部 335P (35分) ２８～２９，１５
６～１５７ 2011/06/13 09:38:54

 

otanitaku
☆☆☆☆

裸で赤ん坊が物乞いをさせられている写真の数ページ後に、数ページ後では最新機器でリラックス
しているスーツ姿の証券トレーダーの写真がある。この本から仕事という視点から格差を見た。

85-197 , 237-345 222P (40分) 114-119ページ 2011/04/15 14:42:05

 

モノペーデ
☆☆

歴史とともに数々の仕事があったことを連想させる。
写真の年代が幅広くあり、それがばらばらに配置さえており、
地域も多いので煩雑としているイメージを受けた。
感じることは多かったが、ページの切り替わりに頭がついていかなかったというのが正直な感想。

1-150ページ 150P (30分) 58-59 2011/04/15 14:30:27

 

kick
☆☆☆☆☆

じっと見つめ、時にはこっそりとのぞく。自分なりの見方で。生きている間に大切なことを学ぶ。
写真は、見る人をただちに真実と結びつけてくれる。
自分のことも見つめなおす時間を与えてくれた。

全部 333P (60分) 19,25,38-29,98-99ペー
ジ 2011/04/14 23:03:10
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鯨人

著者名 石川梵 発行年 2011年

出版社名 集英社新書 ページ数 253ページ

値段 780円 ISBN 978-4087205787

コメント
鯨の眼を撮影する。
ただそのことだけのために、写真家はラマレラ村に戻ってきた。
まるで宇宙の星雲のような深いまなざしに223ページで出会えます。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

varen
☆☆☆

日本に住んでいたらまずありえない生活。
だけど自分とは違う生活だからこそ、ドキュメンタリーは面白い。
映像のドキュメンタリーもいいけど、活字のドキュメンタリーも楽しい。

1-253 253P (130分) 2011/07/14 16:59:17

 

ジャック
☆☆☆

写真しか見なかった。。。
それでもすごくインパクトのある写真で、これだけ見れてよかったと思った。
NGOについて知らなかったが、今はマイナスのイメージになったかな？

全部 253P (30分) 2011/06/29 22:08:15

 

ミツヤサイダー
☆☆☆☆

400年続く最後の伝統的捕鯨の村「ラマレラ」。
19年の歳月を掛けて1人の写真家が、「人間の世界」と「鯨の世界」のファインダーから命を賭け
た戦いに迫る。
「10メートルの木造帆船×1隻」vs「全長17メートルの鯨」
著者は断末魔の鯨の背中に捕まるなど被写体に密着しているにも関わらず、その文章にはバイアス
が掛かっていない。
それはとてもノンフィクションとは思えない、「捕鯨」という哲学的なテーマに対するアプローチ
を可能にしている要点であり、著者の一般的日本人の範疇から並外れた「執念」が鍵となっている
のではないだろうか。

個人的に気に入った言葉：(テーマとは無関係)
「情報化社会の今、世界に秘境はもうないと言われる。
しかし、アマゾンの環境破壊が問題になる時代でも、世界のどこかに未知なる世界が残っているこ
とを私は知っている。」

ドキュメンタリーは熱い！
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1-254 254P (60分) 165-248 2011/06/26 18:25:38

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆

コメント書こうと思って他の人のコメント読んでたら自分が感じてるのと同じ事書いてる人がいて
びっくりした．
老人と海みたいなものを想像して借りた．でもこの本は迫力はあまり伝わってこないかも．
エピローグを読んで，NGOに対する嫌悪感が増した．彼らはその土地に根付く文化を否定して悦に
入りたいだけじゃないのか？命の危険は確かにあるかもしれない．鯨漁ではなく他の事をした方が
効率良く稼げるのかもしれない．でも，鯨漁をするってのは現地の人々の誇りなんじゃない？効率
厨まじ勘弁．

全部 253P (150分) エピローグ 2011/06/22 11:57:07

 

tamiko
☆☆☆☆

最後、文明化していく地域を見て、複雑な想いになった。
NGO団体に対して、良いイメージしか持っていなかったが、単なる文明の押しつけではないのか、
と思ってしまった。しかし、そのままの状態で残ってほしいと思うのも、無責任だし…と思う自分
もいる。最後の最後で、とても複雑な心境になった。

1-253 253P (60分) 2011/06/19 15:48:00

 

WILS
☆☆☆☆

最初のプロローグを読んでとても興味をひかれた
捕鯨を行うのが本の後半なので、そこだけ読むのもいいかも

1-253 253P (120分) 13-15 2011/06/17 15:52:22

 

スティアーノ
☆☆☆

たまにある２ページ見開きの写真の説得力がすごいです。それだけで、クジラ漁をする人の心や鯨
の凄さが同時に伝わってきます。話の流れは、よくみる漁師モノでどこかで見たことあるようなも
のだった。

1-25,165-188 49P (30分) 2011/06/06 14:47:49

 

hide
☆☆☆☆

思ったより文字ばっかり！
写真が見たい！！

あと、違う地域の文化を知るたびに心が広くなっていくような気がします。

1-253 253P (70分) P223の写真の殺される
直前のクジラの眼 2011/05/17 09:56:13

 

aira
☆☆☆

銛一本で巨鯨を突くという原始的な鯨漁で，まさに命懸け。だからこそ，彼らは海への畏怖を忘れ
ない。
漁に出られなくなった老人でも漁業関連の仕事で生きていけるという仕組みもおもしろい。
これからの季節にいいでしょう。

全部 253P (100分) ２２１～２２５ 2011/05/13 17:29:17

 

otanitaku
☆☆☆

鯨が捕えられる場面はけっこうきついです。シーシェパードが読んだら出版中止にされるんじゃな
いかってくらい
でもその中に鯨の心を垣間見ることができると思います。

注意としては途中から読むとカタカナの用語がわけ分からないので
序盤も読んだ方がいいかもしれません

143-189ページ、209-
249ページ 97P (30分) 182-186ページ、221-

224ページ 2011/05/02 17:27:47

 

表紙の写真がリアルに感じられます。



ito
☆☆☆☆

今の時代にこんな生活をしている人間がいるんだ…という感じです。
鯨漁に全てをかけるなんて。この部族が、世界の現状を知ったらどう思うのか。

立ち読みポイントも、写真です。かっこいい。

12-25,144-188 59P (40分) 176-177 2011/04/26 08:39:29
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最底辺の１０億人

著者名 ポール・コリアー 発行年 2008年

出版社名 日経BP社 ページ数 310ページ

値段 2,310円 ISBN 978-4822246747

コメント
ボトム・ビリオン。世界がかかえる危険なダークサイド。
そこに、データ分析に基づいた政治学で斬り込む。できごとを観察して叙述する従来型スタイルではなく、所得水準
と内戦の起こりやすさとの関係、資源の多寡と政権の透明度との関係などなど、各国の諸要素を変数と置いて統計化
し、慎重に緻密に、相関関係や因果関係をあぶりだしてゆく。
へぇぇ、こんなことができるんだ、とそのユニークな太刀さばきにひたすら見入ってしまう。地味なつくりの本だけ
ど、方法論と結論の両方がきっちり書かれているのもマル。
熱いスピリットとクールな分析。まさに社工のめざすかたち。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆

押し付けがましく、表面的な下らない先進国政府と、既得権層と武力と・・・
なんか、どうやったら１０億人の世界が広がるのか、逆に解らなくなりました。

全部 319P (300分) 2011/07/20 21:48:09

 

jun
☆☆☆☆

先進国で暮らしている自分にとっては貧困国の状況を
体感することはできないが、これからグローバル化していく
世界の中でこの最底辺の10億人に対してどう接し、底上げしていく
べきかというのが将来の課題になっていくのだろうと思った。

4-30 27P (20分) 2011/07/05 23:36:51

 

aira
☆☆☆☆

評価が分かれているようですが，☆☆☆☆にします。主張が明快で，最貧国を捕らえる「罠」が何
かもわかりやすい。アフリカの惨状を伝える本は決して少なくないですが，この本は最貧国の桎梏
を多角的に分析し，問題の解決への道筋を過去の失敗に学びながら論理的に述べているのが特徴。
先進国の思い込みや力なき善意だけでは，とうてい太刀打ちできない問題だと思います。

全部 319P (160分) 第二部・第四部 2011/07/04 16:35:51

 

savon
☆☆☆☆

過去の開発戦略と異なっている新しい視点からのポイントであり、そして、内容もおもしろいで
す。

1-127 127P (300分) 2011/07/02 15:56:47
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ミツヤサイダー
☆☆☆

この悪循環をどうにかするのは時間がかかりそう、でも可能性はゼロではない。問題はやるかやら
ないか。

158-319 162P (60分) 158- 2011/06/21 16:58:10

 

ラモス
☆☆☆☆

３つの罠や最底辺国の事例が多く紹介されているが、つまりこれといった解決策がないことが問題
であり、解決が難しいことが分かる。そのために莫大な時間や労力、リスクをかける援助を国連機
関や国が渋る理由も少し理解はできる。しかし、経済的な関係のみにとらわれず人や国のために援
助をすることの大切さを忘れてはいけないと思った。

1-310 310P (180分) 2011/06/03 21:57:14

 

吉田
☆☆☆

発展途上国がいくら援助を受けても、希少資源が埋蔵されていても、潤うのは一部の政治家だけ
で、民衆は貧困から抜け出せない。
キャッチーなタイトルと裏腹に難解な文章で書かれているが、途上国の貧困とその理由を知ること
ができる。

1-313 313P (210分) 256-313 2011/06/03 10:18:08

 

まいまい
☆☆☆

院試の課題図書だった。
経済系の本て初めて読んだけど、意外とおもしろいじゃん！

天然資源の罠のとこ（66ー89ページ）がなかなか読み応えがあると思う。資源があっても貧困から
抜け出せない国々。劣悪なガバナンスによって、少し希望がみえてもすぐに底辺へと戻ってしま
う。悪循環から抜け出す方法はないのか…。政治家はどこの国でもお金のことしか考えてないのか
な。

全部 310P (120分) 66ー89ページ 2011/05/17 19:51:17

 

セシウムっぽいなにか
☆☆

専門用語をあまり使わないようにして難しくならないようにしたとかどっかに書いてあった気がす
る．やっぱりどこの国でも教授の話ってのは難解なんだなぁ・・・．
そ，そんな事より読んでて起こった事をありのまま話すぜ？読んでてつまらなかったから濫読しよ
うとして第三部を抜かしたんだ．そうしたら『底辺の１０億人諸国』がいつのまにか『底辺の１０
人諸国』になってたんだぜ・・・．どこから変わってたのかわからなかった・・・印刷ミスだとか
脱字だとかそんなチャチなものじゃあ断じてねえ．もっと恐ろしいものの片鱗を味わったぜ・・・

1-5,7-8章 190P (180分) 160-161ページ 2011/05/09 22:37:57

 

kazumura
☆☆☆☆☆

院試で読んだ思い出の一冊。

天然資源の発見や（悪いガバナンスのもとでの）援助などが国を貧しくする原因になるというのは
意外性があっておもしろい。

すべて 310P (300分) 2011/05/04 13:44:14

 

りさ
☆☆

内容が難しく、場所によっては何度か読み返さないと理解できない。しかし、世界の貧しい国々の
問題について知るためには良い本であり、私たち先進国で暮らしている人たち向けに書かれた本。
現在、世界の先進国の間ではどの程度資金を援助したかということが言われているが、それらの貧
しい国を救うためには資金の援助額よりももっと重要な課題があることを知ることができる。

14-313 300P (180分) 106-126,158-201 2011/05/02 18:15:26

 

kick
☆☆☆☆

世界で最も貧しい人たちの運命に関心があるなら読んでみては。
内容は学術的だが読む価値は有り。



全部 313P (300分) 98-105,214-217,256- 2011/04/27 00:02:31

 

yoichi
☆☆

経済成長がない最貧国で、国家経営に破綻し、今後も自力改善の見込みが立たない国を対象にどう
すればこのような最貧国が救えるか、特に先進国の立場から考察をした著書。
読みにくい、いわゆる「すらすら読めない本」。ただ、訴えることは理解できる。しかし、著者と
我々読者の間に距離感を感じる。アフリカの人々を救うには、なんの権力を持たない一般人はどう
すればいいのか。具体性に欠ける。
まあでも、発展途上国の現況を知るにはいいかも。

1-106,283- 150P (60分) 287-298 2011/04/26 01:06:28

 

McQueen
☆☆

タイトルだけ見て読みやすそうだと判断したら失敗。
普段本を読まない人にはきつい。
具体的にどこの国が最低辺なのかいまいちわからず途中で飽きてしまった。

1-100 100P (50分) 2011/04/21 22:59:08

 

lack
☆☆

世界経済が発展しているにも関わらず、ある条件がそろうと世界の発展から取り残されるだけでは
なく、逆に経済が悪化してしまうことを示している本。

経済的な知識が少し必要で、少し内容的に難しい本でした。

1-125 125P (120分) 2011/04/20 15:38:42

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆

じっくり、考えながら読む必要があるが、”発展途上国を待つ罠”の紹介とその対策についてのア
イデアが詰まっている。

1-105 105P (120分) 2011/04/19 12:27:19

 

金次郎
☆☆

タイトルセンスは良い。
が、この取っ付き安そうな名前と裏腹に重い。
内戦の原因は？資源、民族、政治？いろいろな知識が付く一冊。

ほぼ全部 100P (20分) 2011/04/12 18:59:02

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=27#TOP
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アフリカ・レポート

著者名 松本仁一 発行年 2008年

出版社名 岩波新書 ページ数 199ページ

値段 700円 ISBN 978-4004311461

コメント
『カラシニコフ』の著者が伝える最新のアフリカ情報。
失敗だらけの国づくり、たくましき中国人商人の展開など興味尽きないが、経済学を勉強している社会工学生なら、
下記の２点をぜひ考えてほしい。
ジンバブエの惨状について、著者はインフレ率16万％、ハンバーガー１個が3000万ｚドルと紹介し、それもこれも権
力が腐敗し、ムガベ大統領が私腹を肥やしたせいだ、と指弾する。
疑問１ 物々交換が常態の国において、通貨を基準にした数値は、どれほど意味を持つのだろうか？
疑問２ 権力者がスイス銀行に隠し口座を持ったくらいで、国の富がすっからかんになってしまうものなのだろうか？

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

jun
☆☆☆☆

なぜアフリカ人は故郷を捨てるのか
なぜ日本に来るアフリカ人はナイジェリア人が多いのか
なぜ日本に来るアフリカ人は日本人と結婚したがるのか
などなどアフリカ人の行動とその理由が分かる。

これを読むと少しアフリカに対する印象が変わる。

126-147 22P (20分) 2011/07/04 22:36:01

 

ssss
☆☆☆☆☆

アフリカの現状の恐ろしさを知った。

「アフリカを助けるには先進国が植民地にしたらいい」という暴論をネットで見たことがあった
が、なかなか説得力があるものに思えてしまった。
（もちろん、そんなことはゆるされることではないことはわかっているが。。）

全部 199P (180分) 2011/07/04 12:41:57

 

savon
☆☆☆☆

始めからアフリカ諸国政府の腐敗は批評されました。ジンバブエ政府の問題などを知っていなかっ
たので、たいへん勉強になりました。

1-199 199P (300分) 2011/07/02 15:24:09

 

６章で登場するケニアナッツはテレビで特集されていたのを見ていたので知っていた。ケニアナッ
ツのような企業がもっと増えていけば、アフリカが援助に頼らず、自立できるようになる日も近い
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トム
☆☆☆ のではないかと感じた。

126-147, 174-200 47P (30分) 2011/06/30 16:34:41

 

ラモス
☆☆☆☆☆

貧困に苦しむ国民、腐敗する国家の役人、出稼ぎにでる外国人などそれぞれの立場からアフリカの
現状に対する現状や認識が紹介されていたので、偏った見解でなく幅広くアフリカの貧困問題を知
ることができた。
国民が自らの生活を自らの努力によって向上させることができる体制の支援ができたらすばらしい
ことだと思った。

1-199 199P (150分) 全部 2011/06/29 21:41:42

 

ざっく
☆☆☆

現状を淡々とつづっていて、やや読みにくかったが、それでもアフリカの現状が私に与えた衝撃は
かなり大きかった。
貧しい国だとは思っていたがこおまでとは…

1-123 123P (180分) 2011/06/28 12:59:58

 

cibot
☆☆☆☆☆

学部の時に一度読んだのですが、改めて読み直しました。
アフリカの現状がよくわかる本だと思います。

ブックリストの中にアフリカ関連の本がほかにもあったと思うので、それらと読み比べたいと思い
ました。

全部 199P (120分) 2011/06/21 12:45:26

 

tennismagician
☆☆☆

アフリカに関する様々なレポートをしてくれているが、もっとまとめて欲しかった。

15-37,125-147 46P (60分) 2011/06/20 18:43:42

 

ROZE
☆☆☆☆

腐敗したアフリカ政府を指摘すると同時に、先進国との共犯関係を指摘すべきだと思う。中国の台
頭や現地NGOなどの動きに注目したからであるが、アフリカの新たな動きを紹介するレポートのよ
うに思えた。

all 199P (100分) 2011/06/13 18:32:18

 

犬
☆☆☆☆

アフリカの現状がありのまま書かれている。
正直漠然と貧しい国が多いということしか考えたことのないアフリカの国々で、実際どんなことが
起こっているのか、断片的ではあるが少しわかった気がする

1-3章 124P (100分) 3章 2011/06/08 16:57:54

 

aira
☆☆☆

アフリカの情報についてはどうしても触れる機会が少ないから，定期的にこういう本を読もうと思
う。
資源があったらなんとかなるというものではない。国や国際機関からの援助が人々の手に渡る前に
消えてしまう，という話を聞いたことがあったが，やはりそうなのだろう。アフリカ支援のための
予算を増やせばアフリカの人々が幸せになる，と思ってしまうのは，アフリカの政治を理解してい
ないからなんだろう。
腐敗した政府指導者は，他人に責任を転嫁し，国が崩壊していく事実を認識しない。政府に頼ら
ず，各自がやる気を持てるようなシステム作りは確かに肝心。しかし，政治も経済も崩壊していれ
ば，その努力も水泡に帰してしまうのではないかと危惧する。

全部 205P (100分) １５０～１５６ 2011/06/04 16:00:39

 

世界経済を破綻させる23の嘘では、アフリカが貧困から抜け出せない理由は、不利な地理・環境や



そーた
☆☆☆

乏しい自然資源のせいではなく、先進国がアフリカに自由市場経済を求めたから、という内容のこ
とが書かれていた。
その内容に、なるほどと思っていた。

でも、この本を読んでそれだけじゃないんだと思った。
政府の腐敗がこんなにもひどいとは。

アフリカの独裁政府に武器を売ることが正しいのか。という問いを改めて思い出した。

全部 199P (200分) 2011/05/30 13:30:50

 

ジョン
☆☆☆

先進国、東南アジア、BRICsばかりが取り沙汰されるが、アフリカにも目を向けないといけないと
思った。
アフリカがこんなにひどい状態になっているとは・・・

日本の政府がどれだけしっかりと機能しているかがわかった。
いや、アフリカの政府が機能していないだけか・・・

1-79 79P (60分) 2011/05/29 21:44:10

 

McQueen
☆☆☆

たとえ農業のようにしっかりとした産業があっても一時の政治腐敗によって簡単に国が崩壊してし
まうのは恐ろしく、日本も政治腐敗には気をつけなければいけないと痛感した。

1-52 52P (40分) 2011/05/27 16:30:21

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

貧困に喘ぐアフリカの国々に経済的な支援を行ってもそれは権力者の懐に入るだけで終わってしま
う．ではどのような形で支援していけばいいのか．そんな話を具体例と共に載せてある．具体例一
つ一つは短いからあまり飽きずに読むことが出来る．将来貧困国ビジネスをやろうとしてる人，是
非読んでくれ．

全部 199P (180分) 第5章～ 2011/05/23 16:48:54

 

Nori
☆☆☆☆

有益な地下資源が産出する国は、ただそれだけである程度の豊かさを享受でき、幸せになれると思
い込んでいたが、しっかりとした社会、政府がなければ、地下資源があることによって、その利権
を巡って対立し、逆に不幸を招くということに気づけて良かった。
また、私は中途半端な支援が混乱を招くと常々考えており、この本を読んでその考えは強化され
た。先進国と比べて貧しくてかわいそうだと思っても、決して物質的な支援をしてはならないと強
く思う。

市場を思いのままにコントロールできると考えてしまうから、価格半減令などという暴挙に及んで
しまうのだろう。市場は思いのままにコントロールできない。日本にもそのことに気づいていない
人は多分多いので、価格半減令は他人事ではない。

全て 199P (120分) 16-18ページ 2011/05/19 12:34:54

 

りさ
☆☆☆

アフリカのような貧困国が発展していくためには日本のような先進国が正しい方法で貢献をしてい
かなくてはならない。途上国を救うことは先進国の義務だと思う。私の専門である都市計画分野で
は何ができるかなぁ。

53-80,145-200 83P (60分) 183-200 2011/05/17 07:29:06

 

のしし
☆☆☆☆

私たち人間にとって生きるためのものはなんだろうか。3月11日には大震災もあり，この本はとて
も他人事とは思えない内容だった。たくさんのことをこの本から学び，感じました。

1-205 205P (110分) 第１章，第４章 2011/05/02 19:04:37

 

私の印象に残ったジンバブエの国家の崩壊の例では、指導者である大統領が腐敗し自らの利権を追



yoichi
☆☆☆☆

い求めた結果として、国家の情勢が悪化し貧困生活ままならぬ状況に国民を追いやった。現在もそ
のままである。もはや自分の保身しか考えれていない愚かな大馬鹿者である。本著を読んでアフリ
カの悲惨な実態を垣間見れた。

1-200 200P (200分) 2011/04/30 16:57:21

 

12crew
☆☆☆☆☆

アフリカ、やべーーーーーー！！ 国というシステムの重要性がわかる。アフリカの政府に比べた
ら、日本の政府は神。

1-200 100P (60分) 2011/04/28 00:23:54

 

吉田
☆☆☆☆

先進国の援助によって途上国の経済状態がよくなっても、その恩恵を受けることができるのが、一
部の権力者だけで、庶民の生活が良くならないと何の意味もない。この本ではアフリカの腐敗した
政府と庶民の現状、原因を記し、そんな中でも活躍している人々に解決策を見出している。

1-205 205P (120分) 第6章 2011/04/26 12:55:22

 

WILS
☆☆☆☆☆

アフリカで生活難民が何故これほどまでに多いのか。
そのような疑問に答えてくれる1冊です

15-85 70P (30分) 44-46 2011/04/25 12:26:33

 

hide
☆☆☆☆☆

いわゆる破錠国家がどうして生まれるのかという疑問に一つの答えを得た。そのような国家の中で
も活躍している日本人の方の話を聞くと多少だが希望の光が見える気がした。

1-200 200P (90分) 中国人の章と日本人の
章 2011/04/24 14:24:07

 

kick
☆☆☆☆☆

指導者が利権にしか関心を持たず、国づくりなど始めから考えていない国家。これが国家と呼べる
のか。アフリカの今の現状、その原因、ODA等の政策の様子が鮮明に記されている。怖さを覚える
この世界を切り開くのは、お金ではなく、自分たちの世界を自分たちでつくる援助をしてあげるこ
とだという帰結である。

全部 200P (240分) 84-92,150-200 2011/04/17 14:53:21
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世界経済を破綻させる23の嘘

著者名 ハジュン・チャン 発行年 2010年

出版社名 徳間書店 ページ数 350ページ

値段 1,700円 ISBN 978-4198630683

コメント
自由市場とかインターネット万歳とか、ついつい安住してしまっている常識の外側から攻め込んできてくれます。そ
こが新鮮で貴重。
なかにはそれってヘリクツ？ という反対のための反対論の部分もあるけれど、データをしっかり踏まえて論じてくれ
ているので、議論の信憑性を読者が自力で判断できるのも良さ。
どの「嘘」を、あなたは信じますか？

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時

間）
立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆

今までの定説をウソだと言って覆そうとしているが、この本に書かれていること自体が極端で説得力
に欠ける。
定説をウソだと否定する本にそれってホントに正しいのと思わせるような部分があるという皮肉です
ね。

1-100 100P (60分) 2011/07/20 21:57:04

 

きんこ
☆☆☆

気になったところを読んでみた。
考え方、見方を変えてみると新たな一面が見えてくる。そんな感じか…

ぱらぱら 50P (20分) 2011/07/05 14:21:48

 

Hachi
☆☆

気になったところだけ読むのが丁度いいかも。タイトルでは嘘、と言いきってしまっているが、こう
いった視点から見れば必ずしも本当ではない、と言った方がいいようなケースが多い気がする。納得
するかしないかは読者によると思う。

適当に 100P (60分) 2011/06/28 09:11:56

 

ジャック
☆☆☆

一理はありますが、完全に納得できません。
今まで言われ続けた「正論」はそう簡単にうそだと言えるでしょうか？

230－255 25P (30分) 2011/06/21 21:02:00

 

あまり同意できる点がなかったです。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=29
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=29
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=29
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=29
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


kasey
☆☆☆

1-173 173P (120分) 2011/06/20 13:53:40

 

ARI
☆☆☆

書き方が面白いかな。それに魅かれて読みました。

が、内容が少し胡散臭かったです。

各見出し2ページほど 50P (60分) 2011/06/19 22:05:38

 

cibot
☆☆☆

章ごとで話が終わるので乱読しやすい本だと思います。各章ごとにもつながりがあったりするので章
を横断して読むのも良いと思います。

アフリカのところですが、納得できるようなうまくごまかされているような気分。アフリカと同じよ
うな地域でも発展してる国はあるからアフリカも政策次第では、っていう考えはほんとに正しいのだ
ろうか。アフリカでの難しさは問題が絡み合っているところにあると思うので、その政策を決めるの
が難しいってことが要因なんじゃないかと思います。

32-46, 158-173 29P (40分) 2011/06/14 12:14:33

 

しさん
☆☆☆☆

「変化の正しい姿をとらえる」重要だと思います。
（インターネットのところ）
この本は、実際はそう単純ではないという、ことを教えてくれます。
ただし、嘘→真実の後の展開が少し過激な感があるので。。
鵜呑みにすると考えが偏ってしまうと思います、話半分で・・・

濫読向きです。洗脳されないように。

1-187 187P (160分) 58-70 2011/06/14 10:13:15

 

ROZE
☆☆☆☆

人知の及ばぬところもあるので、自由奔放な経済活動ではなく規制・規則という制約のあるなかで経
済活動をおこなうべきであると思う。特に金融についてはそれがいえると思う。だがしかし、様々な
生活水準や価値観の中で全体を縛る規則がないため、やったもの勝ちの側面がある。この現状は変わ
るのか甚だ疑問である。

1-350 350P (220分) 2011/06/13 18:14:28

 

ジョン
☆☆☆

なるほど、と思えるものもあったし納得できないところもあった。
自分の興味のあるところだけ読めるから良かった。

インターネットは洗濯機にも電報にも負けているという部分があったが、私はそう思わない。
たしかに洗濯機は人々の暮らしを変えたが、インターネットはフェイスブックを通して中東の民主化
運動を引き起こしている。つまり歴史を変えており、インターネットはやはり世界を変えたと思う

1、2、3、4、6、9、11、16、18、20 124P (120分) 2011/06/07 01:00:19

 

トム
☆☆☆☆

「よく言われること」と「だが真実は」の部分をまず読み、その中でもっと知りたいと思ったところ
を詳しく読んだ。いろんな常識をことごとく覆してくれるので、非常に勉強になる本だと思う。23個
の説の中には納得のいかない説もいくつかあったが、「自由主義政策によって貧しい国が富むことは
ない」という主張は説得力があった。

11-31, 99-112, 158-173 48P (60分) 99-112 2011/06/06 12:59:19

 

bob
☆☆☆

章ごとに分かれていて読みやすかった！！

自分が疑問に思っていることが載っていたので、そこを特に重点的に呼んだ。



全部 350P (400分) p130-145 2011/05/27 20:15:15

 

redbull
☆☆☆☆

各章について始めの見開き2ページだけで結構おもしろいかと。その先は、話が長いので、アフリカの
とこだけ読みました。

158-173 16P (20分) 各嘘の最初の2ペー
ジ 2011/05/23 17:01:38

 

kick
☆☆☆☆

いろいろな情報が詰まっていてとても参考になった本だった。
p216-
経済協力開発機構（OECD）の調査によると、大半の途上国では非農業部門の労働力の30～50%が自営
である（農業部門の自給率はさらに高い）。先進国の非農業部門・労働力の自営率は12.8%にすぎな
い。

貧困層がいろいろと疎かにしているから彼らは貧困なのではない。
それは何が問題なのか・・・。
自由市場主義者への批判、筆者の意見、読んでおく価値は十分にあると思う。

全部 350P (300分) 貧困についての章 2011/05/22 20:48:37

 

そーた
☆☆☆☆

今までは日本の経済のことばかり頭にあって、自由市場経済にしなければ他国（韓国や中国）に抜か
れてしまう。だから自由市場が良いんだ！って考えてた。

けど、貧しい国が貧しい原因は先進国が勧める自由市場経済にあるという話は、なかなか説得力があ
り今までの、自由市場にすべきだという僕の考えは、まだまだ勉強が足りなかったなと思った。

時間あれば全部読んでみたかったけどなー

なぜ貧しい国は貧しいのかっていう
のの一連 160P (120分) 2011/05/17 15:25:43

 

hide
☆☆☆

人口に膾炙している自由市場主義、能力主義への反論を目的とした本です。腕の立つ自由市場主義者
はこの本へぜひ再反論してください。

自分とは異なる意見を持つ人の話を聞くって重要だなと思いました。

1-350 200P (50分) 2011/05/17 09:39:14

 

WILS
☆☆☆

章の内容が独立な所や初めに何処を読むのがお勧めか書かれているのがいい。
インターネットすごい、と思っていたけどこの本を読むとそれほどでもないなと感じます

1,4章 40P (60分) 2-3 2011/05/11 16:08:23

 

aira
☆☆☆

自由市場主義者が信じる論理を論駁。なるほどと思う説明もあれば，首を傾げる説明もある。そもそ
も「嘘」と言えるほどのものかという疑問もある。この本の帯には典型的な宣伝文句が書かれている
ので，期待しすぎない方がいい。こういう見方もあるんだなあと思って読むといいだろう。
後で気づいたが，最初にトピック選びのガイドがある。まさにこの授業向け。荒唐無稽な論理，極端
な主張，というわけではないので，自由主義信奉者にも読んでもらいたい。

全部 350P (170分)
９９～１１２，２６
３～２６７，２９
５～３０５

2011/05/09 22:46:28

 

BananaLC
☆☆☆☆

本の冒頭にこの本のよみ進め方を示してくれているのが濫読者にとってはとても有り難い。企業の建
前と本音がわかりやすく書かれていて納得しながら読めた。「株主の利益を最優先する企業は発展し
ない。」...なるほど



11-36 26P (30分) 11-36 2011/05/03 12:41:56

 

ア・ローブ
☆☆

全部で23の章にわかれており、1つの章あたり15ページほどと読みやすい。自分の気になった項目だ
けを見れば十分。

よく言われていることと、それに対する筆者の意見、反論が書かれているが、根拠というか論理が微
妙。
そういう考え方もできる・・・かな？くらいに考えればいい。

58～70,158～173,241～255 41P (60分) 特になし 2011/05/03 09:35:56

 

オクリバントの鬼
☆☆☆

現在のシステムを違った角度から見てみることも、たまには必要だと感じた。この本で紹介している
「嘘」のようなことを言い切る「評論家」には気を付けようと思った。

1-157 158P (90分) 19-31 2011/04/26 12:10:34

 

みなみ
☆☆☆

よく言われていることの嘘を暴くという本。
ただ２３こも内容を詰めたため１つ１つの議論が荒くなっている。
そのため色々突っ込みたくなるようなことも書かれており、こういう本こそ逆に疑ってかかった方が
いいと思った。

all 350P (180分) 第20の嘘 2011/04/25 01:44:06

 

セシウムっぽいなに
か
☆☆

最近金融・経済の本をまとめて読んでるんでやっと全部読まなくても濫読で本の著者がどんな考えを
持ってるのかわかるようになってきた．やっぱりこういうお堅い本を読む時には事前知識を丁寧な導
入本みたいなので吸収してからの方が効率が上がる．

ケンブリッジ大学の鬼才とか書かれてるから結構期待して読んだんだけど，こじ付け的な論理展開が
多かった．インターネットの与えた影響の評価とかアダム・スミスの解釈の仕方とか．そんな訳で内
容的にはあまりお勧めはできない．

↓ここから授業用コメント．
本の最初の方に本書の七つの読みかたと題して，こういう風に読みたい人はこの章だけピックアップ
して読めば良いって感じで濫読の仕方を示してある．これはこの授業の目的に合致しててとても良
い．だけど，ある程度の予備知識があれば各章に書いてある事って最初の「よく言われること」＋
「だが真実は̶」だけ読めば大体わかる．なんで全章の最初の1-2ページだけ濫読すればこの本全部読
める．だから個人的なおススメは他の本（貨幣進化論がおススメ）を読んでから各章の「よく言われ
ること」＋「だが真実は̶」を読む．この本に2時間も3時間も時間を割くくらいなら易しく書いてあ
る経済とか金融の本に時間を割いた方がいい．

1-7章まで，8章以降は各章の最初の
部分 160P (140分)

各章の「よく言われ
ること」＋「だが真
実は̶」

2011/04/22 12:48:39

 

varen
☆☆

章毎に内容が異なるので気になったものを読んでいける。この授業には向いていると思います。「こ
れが嘘というのはこうゆう事が言えるからだ」ということを考えてからページを開くと面白いかもし
れません。

注意点として、この本で扱う対象が誤りではあるけれど、嘘とまでは言えないようなものもいくつか
あるので、すべてを信用することはできないと思います。

”猿も木から落ちる”が韓国の諺として紹介されていたのには色々と突っ込みどころ。

58-70,84-97,174-187,227-255,294-
306,322-333P 95P (90分) 各章それぞれ 2011/04/21 12:22:48

 

カレーの妖精

目次をざっと眺めて興味を引かれた部分だけ読むのがおすすめ。
なかなか面白いことが書いてあったりそうでなかったり。
世間でよく耳にする一般論だけでなく、本書に書いてあることもまた鵜呑みにすることは危険だと感



☆☆☆ じた。

58-70,241-255,294-306ページ 41P (30分) 251-253ページ 2011/04/20 09:28:40

 

金次郎
☆☆☆

大きな政府がいいんだよ！インターネットより洗濯機のほうがよっぽど世界を変えたんだよ！etc...
今こそ経済体系を変えろ！という本

全部 350P (60分) 2011/04/15 15:31:51

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=29#TOP
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MRMPM
☆☆☆☆

本の最大の要約はタイトルだと聞いたことがあった。
「絶対貧困」というタイトルはその言葉だけで世界の恵まれない子供達の辛辣な生活を想像させ
る。
ただの一言だが、多くある本の中でもっともインパクトのあるタイトルだったと思う。
正直読んだ10pも適当にぱらぱら読んだ。（時間がなかったわけではない）
でもそれほどタイトルが力をもっていた。

1-10 10P (5分) タイトル 2011/07/16 19:23:00

 

yoichi
☆☆☆☆

貧困の裏にある様々な仕組み、なぜ貧困の解決は難しいのかが図解とともに書いてあるのでとても
読みやすかった。 

1-275 275P (150分) 2011/07/11 12:54:56

 

ラモス
☆☆☆☆☆

途上国の問題にはもともと関心があって勉強をしていたつもりだったが、実態をここまで詳細に
綴っている本は本書が初めてで、その内容に愕然とした。
世界中には色々な生き方や考え方があって、何が正しいのか、何が良いことなのか‥自分の価値観
や倫理観、事実への向き合い方に自信が持てなくなった。それと同時に、様々な切り口で途上国の
問題を認識していきたいと強く思った。
国際開発や国際協力の分野の初心者向けなので、アジアとアフリカの貧困者の生活の様子の違いが
分かったり、今まで疑問に思っていたことが理解できたりして、とても勉強になった。石井さんの
他の著書も読んでみようと思う。

1-272 272P (180分) 全部 2011/07/03 18:34:45
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aira
☆☆☆

ショッキングな内容が多いので，何度か読むのをやめたくなった。つまり，それだけ世界の貧困に
ついて知らなかったということだ。表面的なルポではなく，しっかり掘り下げて書いてある。その
うえ，高校生にもわかるように書いてある。
スラムにも，生きていくためのさまざまな組織や仕組みがある。中には犯罪組織が絡むものもある
し，人権が守られていないものも多々ある。それを非難するのは簡単だが，そうぜるを得ない環境
を考えると，どこか後ろめたい気持ちになる。

全部 286P (110分) ６３～８１ 2011/06/11 14:46:39

 

そーた
☆☆☆☆☆

こういう本が読みたかった。貧困に苛まれている国々の表面的な部分ではなくて、かなり深いとこ
ろを書いている。
筆者の体験はとても貴重。
こんなすごい体験を本にして、1500円で教えてくれるなんてありがた過ぎる。むしろ僕らタダで読
んでますけど…。

スラムの中にもいろんな人がいる。
障害者の中にもいろんな人がいる。
いろんな人がいろんな工夫をして生きている。

でも大部分の人が負のスパイラルに陥っている。

全部 272P (240分) 全部 2011/06/06 22:15:32

 

jun
☆☆☆☆

今現在自分たちが暮している世界では生まれてくれば当然のように親がいて、当然のように衣食住
を満たし育ててくれる。その当たり前と思っていることが当たり前に存在していない世界を知るこ
とができた。売春婦が客とできてしまった子供を育てる話では過酷な状況の中でも子供の将来を真
剣に考える母親の姿に涙が出そうになった。

100-286 187P (60分) 2011/05/26 14:26:03

 

ジョン
☆☆☆☆

今まではスラムや発展途上国の人々を一面的にしか見れなかったけど多面的に捉えることができ
た。
スラムに住みたくて住んでいるわけじゃない、路上生活がしたくてしてるんじゃないってのがわ
かった。
国・身分・宗教・家族・個人の様々な事情があることを知った。
今までの自分の先入観を覆す本でした。良かったです。

全部 286P (180分) 2011/05/09 22:25:40

 

kick
☆☆☆☆☆

バッラク、麻薬・武器・人身売買、強姦、ストリートチルドレン、物乞い、売春、HIV・・・。
生きるための売春、生まれてきた赤子、家族のいない子供たち、虐待を受ける子供たち、手足を船
切断され物乞いをさせられる子供たち。未来が見えず今を必死にいきている。闇に包まれた貧困の
世界。
ただ、P102に写ってるような彼女らの笑顔を見ると涙が自然にでてくる。

すごく優しく書いてあるので、漫画を見ているみたいに気軽に好きなところを読むことができる。

全部 283P (180分) 28,102 2011/05/05 21:06:43

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

貧困ってなんだろう？改めて考えてみると意外と難しい．少しでもあれ？と思った人は是非一読
を．
スラム街っていうのは犯罪者の巣窟・売春婦はどっかから拉致されてきた女性達だ・貧困に苦しむ
人にインチキ薬を売りつけるエセ薬屋は害悪でしかない・売春婦の子共はまともに育たな
い̶̶̶これらは全て間違い．特に驚いたのはインチキ薬を売るエセ薬屋の話．貧困に喘ぐ人々と
いうのはもっと殺伐とした雰囲気を持っていると思った．しかし事実はその逆で，みんな生き抜く
為に支え合っている．



この本の内容は結構刺激が強め．でもその分貧困と言うものが何なのか良くわかる．文章量自体は
そこまで多くないんで，濫読で適当につまみ食いするよりは全部読む事をお勧め．

全部 286P (260分) 第７講出産から葬儀 2011/04/29 02:28:52

 

lack
☆☆☆☆

貧困地域の話になると共通するのはそこの住人が必至に生きようとしていること。しかし、彼らは
必至に生きているにも関わらず、いろいろな事情で生活を改善することができないでいる。

そのようなことを具体例用いて説明している本だった。

全部 272P (180分) 2011/04/28 15:06:28

 

hide
☆☆☆☆

生きるためには人は何でもできると感じる本であった。正義とは何かを考える前にこの本を読むと
幅の広い議論ができるのではないかと思います。具体例ばかりなので気になるトピックをつまみ食
いして読むといいかもしれません。

1-280 280P (100分) 物乞いの章 2011/04/24 14:29:23

 

のしし
☆☆☆

スラムや物乞い、ストリートチルドレンなど、よく聞いたことがあると思います。具体的な話、そ
してとてもわかりやすい文章で書かれており、イメージが変化した部分もありました。似た話が多
いので単調かもしれません…。興味のありそうなところだけ、かいつまんで読むと良いと思いま
す。

1-281 281P (100分) 176-195 2011/04/18 22:43:11

 

マキちゃん
☆☆☆

最初は面白かったけど後半似たような内容続きで飽きました。
残り少しだったので一応全部読みましたが、全部読む必要ないかも。

1-281 281P (90分) 2011/04/15 17:57:25

 

金次郎
☆☆☆

実際に世界の貧困地域に足を運んで取材した人のルポ。
価値観が少し変化した。

全部 286P (120分) 2011/04/15 15:34:48

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=30#TOP
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